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安全・安心な町へ　  町政指針 

サ
ク
ラ
ア
ワ
ー
ド
で
金
賞
受
賞

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
財
政
の
健
全
化
・
持
続

可
能
な
財
政
運
営
の
確
立
を
最
優
先
課
題
と

し
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
財
政
健
全
化
団
体
脱
却
後
も
、
後
年
度

の
償
還
や
、
喫
緊
の
財
政
需
要
に
よ
る
負
担

増
を
見
据
え
、
第
三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進

債
の
一
部
繰
上
償
還
を
行
う
な
ど
の
取
組
み

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
組

み
に
よ
り
、
健
全
化
判
断
比
率
等
の
財
務
指

標
上
は
問
題
な
い
水
準
と
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
検
討
を
重
ね
て
き
た
役

場
庁
舎
建
替
え
の
件
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨

今
の
物
価
高
騰
と
財
政
事
情
を
勘
案
し
て
、

昨
年
度
末
に
実
施
を
数
年
見
合
わ
せ
る
判
断

を
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
図
り
つ

つ
、
公
債
費
負
担
の
軽
減
等
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
な
財
政
需
要
に
備
え
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

町
立
大
鰐
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
持

続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
確
保
の
た
め
、

病
院
か
ら
診
療
所
に
形
態
を
変
え
、
令
和
５

年
１０
月
に
開
所
し
て
か
ら
早
１
年
半
ほ
ど
経

ち
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
皆
様
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
施

設
等
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
、
皆
様
の
健

康
を
守
り
、
生
活
に
寄
り
添
う
医
療
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
昨
年
度
、
第
９８
回
全
日
本

学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
が

国
ス
ポ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
兼
ね
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
安
全
な
大
会
運
営
を
心
掛
け

て
準
備
を
進
め
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
選

手
・
応
援
団
を
迎
え
て
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。
昨
年
度
は
良
質
な
雪
に
恵
ま
れ
、
ま

た
、
彬
子
女
王
殿
下
の
御
来
臨
を
賜
り
、
町

内
外
の
多
く
の
皆
様
の
御
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
大
会
を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
い
よ
い
よ
「
青

の
煌
め
き
あ
お
も
り
国
ス
ポ
」
冬
季
ス
キ
ー

競
技
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

第
６
次
振
興
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未

来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
町
民
の
皆
様
と
共
に
推
進
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
継
続
的
な
成
長
を
維
持
し
て
い
く

指
針
を
掲
げ
、
策
定
か
ら
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
近
年
の
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

進
行
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
経
験
に
よ
る
生
活
様
式
の
変
化
、

円
安
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
そ
の
他
の
物
価
高

騰
な
ど
に
よ
り
、
厳
し
い
時
代
へ
の
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
需
要
が
複
雑
多
様
化
す
る
中
、
合
理

的
で
機
能
的
な
行
政
運
営
に
努
め
、
引
き
続

き
財
政
規
律
を
堅
持
し
、
効
率
的
で
効
果
的

な
財
政
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
人
口

減
少
の
克
服
、
産
業
振
興
及
び
観
光
振
興
、

令
和
５
年
度
に
運
用
を
開
始
し
た
「
わ
に
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
は
じ
め
行
政
事
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
な
ど
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

み
、
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
も
、

本
町
の
魅
力
を
最
大
限
に
生
か
し
つ
つ
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
安
全
・
安
心
」
に
「
健
や

か
」
で
「
心
豊
か
」
な
暮
ら
し
が
で
き
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
繋
が
り
大
き
な
輪
に
な
る

こ
と
で
、
皆
様
が
「
温
か
い
」
と
感
じ
、
そ

し
て
「
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
、

職
員
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
御
理
解
と

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
７
年
度
町
政
指
針

大鰐町長　山田 年伸
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トピックス　  まちの話題 

４
月
７
日
に
大
鰐
小
学
校
と
大
鰐
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
鰐
小
学
校
で
は
、
３５
名
が
入
学
し
ま
し

た
。
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
皆
さ
ん
と
て
も
元

気
に
返
事
を
し
て
、
堂
々
と
前
を
向
い
て
い

た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
大
鰐
中
学
校
で
は
、
３５
名
が
入
学

し
、
学
生
服
に
身
を
包
ん
だ
新
入
生
の
皆
さ

ん
は
、
小
学
校
か
ら
卒
業
し
た
ば
か
り
と
は

思
え
な
い
大
人
び
た
雰
囲
気
で
し
た
。

子
ど
も
達
の
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

サ
ク
ラ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
に
て
、
サ
ン

マ
モ
ル
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
製
造
し
て
い
る
ワ
イ

ン
３
種
が
金
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
３
月
24

日
に
町
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。

受
賞
し
た
ワ
イ
ン
は
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト

や
県
内
の
ス
ー
パ
ー
で
購
入
が
で
き
、
青
森

ワ
イ
ナ
リ
ー
ホ
テ
ル
で
は
飲
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。

報
告
し
た
笠
井
さ
ん
は
「
同
じ
品
種
で
も

気
候
な
ど
で
味
は
全
然
変
わ
り
ま
す
。
是
非

飲
み
比
べ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
も

い
い
ワ
イ
ン
を
作
り
続
け
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

３
月
１7
日
、
佐
々
木
翔
さ
ん
が
県
り
ん
ご

協
会
の
病
害
虫
マ
ス
タ
ー
養
成
講
座
の
研
修

を
終
え
、
町
長
へ
報
告
を
し
ま
し
た
。
病
害

虫
の
発
生
予
察
か
ら
防
除
ま
で
の
基
礎
知
識

と
応
用
技
術
に
精
通
し
た
人
材
の
育
成
を
目

的
に
県
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
。

佐
々
木
さ
ん
は
「
研
修
で
学
ん
だ
、
り
ん

ご
病
害
虫
の
発
生
予
防
か
ら
防
除
ま
で
の
知

識
を
地
域
の
生
産
者
に
伝
え
、
今
後
の
地
域

農
業
の
発
展
に
尽
力
し
た
い
。
ま
た
、
若
い

人
が
挑
戦
し
た
い
と
思
え
る
農
業
を
実
践

し
、
よ
り
良
い
品
質
の
り
ん
ご
作
り
に
努
め

た
い
。」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

町
で
は
、
意
欲
あ
る
青
年
等
に
対
す
る
支

援
を
継
続
し
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
支

え
る
生
産
者
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

大
鰐
小
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ

ま
し
た

り
ん
ご
病
害
虫
マ
ス
タ
ー
修
了
報
告

を
行
い
ま
し
た

サ
ク
ラ
ア
ワ
ー
ド
で
金
賞
受
賞

３
月
2１
日
に
中
央
公
民
館
に
て
令
和
６
年

度
大
鰐
町
教
育
委
員
会
顕
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
鰐
町
文
化
賞
奨
励
賞
は
２
名
、
大

鰐
町
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
は
７
名
・
１
団
体
、

学
校
教
育
活
動
表
彰
で
は
、
学
校
文
化
賞
が

６
名
・
１
団
体
、
学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
１4

名
・
１
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

町
長
は
「
若
い
世
代
は
皆
さ
ん
を
見
習
っ

て
育
ち
ま
す
。
今
後
も
更
に
精
進
し
て
上
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

顕
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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図表でわかる！　  まちの予算 

歳　　出

議会費
62,761

（1.0％）

総務費
897,290

（14.9％）

民生費
1,496,327
（24.8％）

衛生費
725,992

（12.1％）

農林水産業費
231,316

（3.8％）

商工費
129,154

（2.1％）

土木費
835,493

（13.9％）

消防費
273,752

（4.5％）

教育費
754,490

（12.5％）

公債費
600,346

（10.0％）

災害復旧費
4,019

（0.1％）

諸支出金
777

（0.0%）

その他
14,283

（0.3％）

目的別の内訳 （単位：千円）

歳　　入

町民税
225,319

（36.4％）

固定資産税
306,394

（49.5％）

軽自動車税
37,123

（6.0％）

町たばこ税
39,673

（6.4％）

入湯税
10,259

（1.7％）

都市計画税
40

（0.0％）

地方交付税
3,036,887
（50,4％）

町債
401,400
（6.7％）

国庫支出金
638,886

（10.6％）

町税
618,808

（10.3％）

県支出金
389,211
（6.5％）

歳入総額
6,026,000
　　　　千円

令和７年度　対前年度比で 0.9％の減額

まちづくりに 60 億 2 千 6 百万円

地方譲与税
77,000（1.3％） その他

78,204（1.2％）

寄附金
26,001（0.4％）

諸収入
309,778
（5.1％）

繰入金
240,825
（4.0％）

地方消費税交付金
209,000（3.5％）

町税の内訳（単位：千円）

令和７年度一般会計

人件費
904,107

（15.0％）

補助費等
944,915

（15.7％）

扶助費
719,642

（11.9％）
歳出総額
6,026,000
　　　　千円

普通建設事業費
766,973

（12.8％）

公債費
600,346
（9.9％）

繰出金
917,184

（15.2％）

物件費
876,446

（14.5％）

その他
14,919（0.3％）維持補修費

168,779（2.8％）

積立金
112,689（1.9％）



5 広報おおわに ５月号

大鰐町の家計簿
　令和７年度一般会計当初予算について掲載しておりますが、町民の皆様に予算をより身近に感じていただくた
めに、大鰐町の一般会計予算を家計簿に置き換えてみました。
　１年間の家計の収入と支出を令和７年度一般会計予算総額60億2千6百万円の千分の1となる602万6千円とす
ると次のようになります。

　このように、給与収入やパート収入だけでは賄えないため、収入の約７割を親からの援助に頼らなくてはな
らない状況にあります。
　また、支出について、今後は車・家具、自宅の老朽化による出費の増加が見込まれるため、食費や光熱水費
等の節約を基本に、建物等の財産を適正規模にするなどして、修理代や改築費の計画的な執行が必要となりま
す。

車や家具の修理代
168,779円

食費
904,107円

医療費
719,642円

義務的経費
2,224,095円

借金の返済
600,346円

光熱水費
876,446円

保険料、町会費等
944,915円

貯金
112,689円

子どもへの
仕送り

917,184円

その他の経費
3,030,913円

その他
10,900円

投資的経費
770,992円

自宅の増改築費等
770,992円

支出総額

6,026,000円

依存財源
4,778,684円

親からの援助
4,377,284円

銀行から
の借入

401,400円

収入総額

6,026,000円

給与収入
618,808円

パート収入
382,683円

貯金の取崩し
240,825円

繰越金
5,000円

自主財源
1,247,316円

◎収　入 ◎支　出

項目 金額 予算上の区分

給与収入 618,808円 町税

パート収入 382,683円 分担金、負担金

貯金の取崩し 240,825円 繰入金

繰越金 5,000円 繰越金

親からの援助 4,377,284円 地方交付税
国県支出金等

銀行からの借入 401,400円 町債

収入合計 6,026,000円

※参　考

貯金残高 2,220,425円
令和５年度末

借金残高 7,392,133円

項目 金額 予算上の区分

食費 904,107円 人件費

医療費 719,642円 扶助費

借金の返済 600,346円 公債費

光熱水費 876,446円 物件費

車や家具の修理代 168,779円 維持補修費

保険料、町会費等 944,915円 補助費等

貯金 112,689円 積立金

子どもへの仕送り 917,184円 繰出金

自宅の増改築費等 770,992円 普通建設事業費

その他 10,900円 貸付金
予備費

支出合計 6,026,000円
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　第一回大鰐町議会定例会　  議案審議 
大
鰐
町
議
会 

第
一
回
定
例
会

　
議
案
審
議

■
令
和
七
年
度
当
初
予
算

　

今
回
議
決
さ
れ
た
案
件
の
う

ち
、
令
和
七
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
十

億
二
千
六
百
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
る
と
、
〇
・
九
％

（
五
千
二
百
万
円
）
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

【
歳
入
】

　

一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、
町

税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
諸
収

入
な
ど
の
自
主
財
源
が
十
二
億
四

千
七
百
三
十
一
万
六
千
円
で
、
歳

入
総
額
の
二
十
・
六
％
に
あ
た

り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
、

七
千
四
百
九
十
三
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
・

県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の
依
存
財

源
は
四
十
七
億
七
千
八
百
六
十
八

万
四
千
円
で
、
歳
入
総
額
の
七
十

九
・
四
％
を
占
め
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
、
二
千
二
百
九
十
三

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

一
般
会
計
歳
出
予
算
を
性
質
別

に
み
る
と
、
職
員
給
、
特
別
職

給
、
議
員
報
酬
な
ど
の
人
件
費
が

九
億
四
百
十
万
七
千
円
（
歳
出
総

額
の
十
五
％
）、
長
期
債
の
返
済

な
ど
に
充
て
ら
れ
る
公
債
費
が
六

億
三
十
四
万
六
千
円
（
同
九
・
九

％
）、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
及
び
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
九
億
千

七
百
十
八
万
四
千
円
（
同
十
五
・

二
％
）、
道
路
や
建
物
な
ど
の
建

設
、
災
害
復
旧
を
行
う
た
め
の
投

資
的
経
費
は
七
億
七
千
九
十
九
万

二
千
円
（
同
十
二
・
九
％
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
ペ
ー
ジ
で
新
年
度
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
、
図
表
で
説

明
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
特
別
会
計
予
算
で
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
が
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
一
億
七
千
百
五

十
一
万
円
（
対
前
年
度
比
七
千
百

六
十
九
万
六
千
円
減
）、
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
が
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五
千
三
百
五

十
九
万
二
千
円
（
同
三
百
七
十
二

万
八
千
円
増
）、
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

十
五
億
四
千
七
百
十
一
万
六
千
円

（
同
七
千
九
百
四
十
六
万
七
千
円

増
）、
温
泉
事
業
特
別
会
計
予
算

が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
千
百
八

十
六
万
四
千
円
（
同
五
百
五
十
万

六
千
円
増
）、
診
療
所
事
業
特
別

会
計
予
算
が
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

五
億
五
千
六
百
七
十
六
万
円
（
同

三
千
九
十
万
五
千
円
減
）、
大
鰐

財
産
区
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
五
百
七
万
千
円

（
同
五
十
九
万
七
千
円
減
）、
蔵
館

財
産
区
特
別
会
計
予
算
が
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
七
百
九
十
三
万

二
千
円
（
同
三
百
四
十
一
万
六
千

円
増
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
企
業
会
計
予
算
で
は
、
簡
易

水
道
事
業
会
計
予
算
の
収
益
的
収

入
が
四
百
三
万
八
千
円
、
収
益
的

支
出
が
八
百
十
一
万
二
千
円
、
資

本
的
収
入
が
〇
円
、
資
本
的
支
出

が
五
十
二
万
五
千
円
、
下
水
道
事

業
会
計
予
算
の
収
益
的
収
入
が
三

億
千
七
百
八
十
七
万
四
千
円
、
収

益
的
支
出
が
三
億
二
千
三
百
七
十

三
万
九
千
円
、
資
本
的
収
入
が
二

億
二
千
五
百
八
万
五
千
円
、
資
本

的
支
出
が
三
億
六
百
九
十
八
万
五

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
六
年
度
補
正
予
算

　

令
和
六
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
十
三
号
）
で
は
、
最
終
の

需
要
を
見
込
み
、
ま
た
事
務
事
業

の
確
定
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
調
整

を
加
え
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
千
三
百

七
十
六
万
四
千
円
を
追
加
し
、
一

般
会
計
予
算
の
総
額
は
六
十
六
億

千
九
百
二
十
五
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

主
な
補
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
お

い
て
、
接
種
者
数
の
減
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
よ
る
千
二
百
三
十
万

円
、
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
東

消
防
署
南
分
署
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
更
新
事
業
費
確
定
に
伴
う
負

担
金
一
千
万
七
千
円
を
減
額
し
た

も
の
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
財
源
と
し

て
、
諸
収
入
や
町
債
を
減
額
す
る

な
ど
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
関

連
し
た
歳
入
を
調
整
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
繰
越
明
許
費
、
地
方
債

の
補
正
を
し
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
も
令
和
六
年
度

の
最
終
需
要
を
見
込
ん
で
予
算
を

補
正
し
た
も
の
で
す
。

■
条
例
等
の
制
定
・
廃
止
・

一
部
改
正

▽
大
鰐
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

▽
大
鰐
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
職
員
等
の
旅
費
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
及
び
大
鰐
町
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▽
大
鰐
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▽
大
鰐
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

情
報
公
開
制
度
の
実
施
状
況

及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況

　

大
鰐
町
情
報
公
開
条
例
第
2０

条
、
大
鰐
町
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例
第
１１
条
及

び
大
鰐
町
議
会
の
個
人
情
報
保
護

に
関
す
る
条
例
第
５０
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
令
和
５
年
度
の
実
施
状

況
及
び
運
用
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

※
１
件
の
請
求
に
対
し
複
数
の
開

示
決
定
等
が
あ
る
も
の
は
、
重
複

し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

■
情
報
公
開
条
例
に
よ
る
公

文
書
の
開
示
の
実
施
状
況

▽
町
長
部
局

【
請
求
７
件
・
開
示
６
件
・
部
分

開
示
１
件
・
不
開
示
１
件
・
不
存

在
２
件
】

▽
議
会

【
請
求
１
件
・
開
示
１
件
】

■
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
及
び
議
会

の
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
の
運
用
状
況

▽
町
長
部
局

【
請
求
８
件
・
開
示
７
件
・
取
下

げ
１
件
】
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３３月月

定例町議会定例町議会

一 般 質 問
山　谷　博　子　議員
竹　内　富士子　議員
藤　田　賀津彦　議員
中　島　英　臣　議員
髙　橋　浩　二　議員
前　田　一　裕　議員

６名登壇

①
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り
「
通
い
の
場
の

支
援
」
に
つ
い
て

②
病
児
・
病
後
児
保
育　
実
現
の
可
能
性
に

つ
い
て

　
①
出
生
率
の
低
下
と
平
均
寿
命
の
延

長
に
よ
り
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
。

大
鰐
町
の
現
状
は
令
和
五
年
度
で
み
る
と

高
齢
者
六
十
五
歳
以
上
は
四
四
・
七
％
で
三

千
八
百
五
十
二
人
。
生
産
年
齢
人
口
で
み
る

と
十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
の
方
は
四
八
・
四

％
で
四
千
百
六
十
八
人
。
年
少
人
ロ
十
五
歳

未
満
は
六
・
八
％
で
五
百
八
十
九
人
と
、
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

そ
し
て
高
齢
者
三
千
八
百
五
十
二
人
の
う

ち
七
十
五
歳
以
上
の
方
が
二
千
百
三
十
九

人
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十
四
歳
の
方
は
千
七

百
十
三
人
と
な
っ
て
お
り
、
ち
な
み
に
大
鰐

町
の
平
均
寿
命
は
令
和
二
年
時
点
で
、
男
性

は
七
九
・
四
歳
、
女
性
は
八
五
・
六
歳
と
な

っ
て
い
る
。

高
齢
者
世
帯
を
み
る
と
、
一
般
世
帯
数
が
人

口
減
少
に
伴
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
の
に
対

し
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
単
身
者
世
帯
及

び
高
齢
夫
婦
世
帯
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
町
で
は
介
護
予
防
の
取
り
組
み

問

と
し
て
、
ま
た
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
の
解

消
や
交
流
を
目
的
に
「
通
い
の
場
」
の
活
動

を
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
「
通
い
の
場
」
は

補
助
対
象
事
業
で
あ
り
、
条
件
の
中
に
「
一

回
あ
た
り
の
活
動
で
高
齢
者
の
利
用
者
人
数

が
五
人
以
上
、
ま
た
は
高
齢
者
を
含
む
利
用

者
数
が
十
人
以
上
で
あ
る
こ
と
」
と
あ
る
。

町
民
の
方
で
社
会
か
ら
孤
立
し
な
い
た
め

に
、
地
域
の
集
会
場
所
と
し
て
茶
話
会
の
場

所
を
作
っ
た
方
が
い
る
。
開
催
す
る
た
び
に

五
人
以
上
必
ず
集
ま
る
保
証
が
な
い
の
で
、

補
助
金
申
請
を
あ
き
ら
め
て
現
在
活
動
を
し

て
い
る
。
自
宅
の
一
部
を
使
っ
て
い
る
の
で

若
干
で
は
あ
る
が
水
道
代
や
電
気
代
な
ど
経

費
が
発
生
す
る
。

こ
の
よ
う
に
自
助
・
共
助
の
精
神
で
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
町
民
の
方
も
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
た
ち
の
意
欲
を
損
な
わ
な
い

よ
う
に
、
条
件
の
緩
和
が
で
き
な
い
も
の
な

の
か
。
例
え
ば
一
回
あ
た
り
の
活
動
が
五
人

以
上
で
は
な
く
、
二
人
以
上
可
能
で
あ
る
と

か
。
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
た
め
に
も
、

条
件
の
緩
和
が
必
要
と
思
う
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

　
①
（
町
長
）

通
い
の
場
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、

地
域
住
民
が
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
、
介
護
予
防
な
ど
を
目
的
と
し
た
活
動
を

行
う
場
。
通
い
の
場
が
身
近
な
場
所
に
あ
る

こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い
が
生
ま
れ
、
孤

答

山谷 博子 議員

独
・
孤
立
予
防
に
も
寄
与
し
、
ま
た
、
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
で
、
地
域

の
安
全
・
安
心
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う

に
、
介
護
予
防
だ
け
で
な
く
、
社
会
参
加
や

住
民
に
よ
る
互
助
を
生
み
出
す
場
で
あ
る
と

と
も
に
、
地
域
力
を
高
め
る
拠
点
で
も
あ

り
、
議
員
仰
せ
の
と
お
り
、
大
変
重
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、
高
齢
者
の
通
い
の
場
を
提
供
す

る
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
補
助
金
を
交
付

し
て
い
る
。
利
用
者
数
に
要
件
が
あ
り
、
一

回
あ
た
り
の
高
齢
者
の
利
用
者
を
五
人
以
上

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
方
が
集
ま

る
場
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
介

護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
オ
ー
プ
ン

で
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
設
定
し
た
も
の
。

　

な
お
、
御
質
問
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
参
加

者
が
少
な
く
、
補
助
対
象
に
な
ら
ず
に
困
っ

て
い
る
と
い
う
場
合
に
は
、
参
加
者
を
増
や

す
た
め
の
周
知
の
仕
方
や
活
動
内
容
の
見
直

し
な
ど
、
課
題
解
決
に
向
け
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
の
で
、
是
非
、
町
へ
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

　
②
令
和
六
年
九
月
定
例
会
に
お
い
て

病
児
・
病
後
児
保
育
の
必
要
性
に
つ

い
て
質
問
を
し
た
。

　

そ
の
時
、
質
問
を
し
た
際
の
懸
念
と
し

て
、
職
員
基
準
、
設
備
が
必
要
、
保
育
室
な

ど
ス
ペ
ー
ス
も
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ

問
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げ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
一
点
目
、
実
施
に
つ
い
て
は
、
ニ

ー
ズ
の
調
査
を
し
て
い
る
の
で
、「
子
ど

も
・
子
育
て
会
議
」
の
意
見
や
財
政
状
況
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
と
の
こ
と
だ

が
、
実
施
す
る
方
向
な
の
か
実
施
し
な
い
の

か
現
状
に
つ
い
て
。

二
点
目
「
第
三
期
大
鰐
町
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
の
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

い
て
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

っ
て
行
政
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
の
か
、
方

向
性
に
つ
い
て
。

以
上
、
伺
う
。

　
②
（
町
長
）

一
点
目
、
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ

た
場
合
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
看
護
の
た

め
に
仕
事
を
休
む
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き

る
社
会
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
現
在
、「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
国

を
挙
げ
て
社
会
全
体
の
構
造
・
意
識
を
変
え

る
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者
が
休
め
な
い
こ

と
も
現
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
児
・
病
後
児

保
育
は
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
子
育
て
を
す

る
保
護
者
に
と
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
本
町
で
も
実

施
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

今
後
、
保
育
事
業
者
と
協
議
・
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
る
が
、
保
育
士
や
看
護
師
を

確
保
で
き
る
の
か
、
ま
た
、
事
業
者
の
経
営

を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
、
十
分
な
補
助
が
必

要
と
な
る
が
、
そ
の
財
源
を
確
保
で
き
る
の

か
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。
そ
の
た

答

め
、
必
ず
し
も
実
施
で
き
る
と
い
う
確
約
は

で
き
な
い
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

二
点
目
、
第
三
期
計
画
で
は
、
地
域
み
ん

な
で
支
え
合
い
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
に
喜
び
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
方

針
と
し
、
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、
少
子
化
や
核

家
族
化
、
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、
子
育

て
に
不
安
を
持
つ
親
が
増
え
て
お
り
、
働
き

方
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
社
会
的
基
盤
を
整

備
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

令
和
七
年
度
に
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
相
談
支
援
を
充
実
さ
せ
る
ほ

か
、
保
育
所
等
の
副
食
費
の
無
償
化
を
実
施

し
、
段
階
的
に
子
育
て
支
援
を
拡
充
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

①
稼
げ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
教
育
で
二

宮
尊
徳
精
神
を
活
か
す
こ
と
に
つ
い
て

②
人
口
を
増
や
す
た
め
に
、
本
町
の
強
み
の

農
業
で
稼
ぐ
町
づ
く
り
に
つ
い
て

③
本
町
の
強
み
の
観
光
に
お
い
て
、「
温
泉
」

を
活
か
す
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
①
二
宮
尊
徳
は
、
日
本
的
資
本
主
義

の
精
神
の
元
に
な
っ
た
人
と
言
わ
れ

て
い
て
、
日
本
の
農
村
や
藩
の
立
て
直
し
を

し
た
人
。
二
宮
尊
徳
の
「
積
小
為
大
」
の
精

問

神
、
す
な
わ
ち
、
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
積
み

上
げ
て
大
を
な
す
考
え
方
が
、
資
本
主
義
の

精
神
の
原
点
に
あ
る
。

　

ま
た
、「
二
宮
尊
徳
精
神
は
、
勉
強
と
金

儲
け
を
結
び
つ
け
た
」
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。「
一
生
懸
命
、
勉
強
す
る
と
、
そ
の
あ

と
、
お
金
も
儲
か
る
し
、
事
業
に
も
成
功
す

る
」
と
い
う
考
え
方
を
し
て
、
勉
強
と
金
儲

け
を
結
び
つ
け
た
人
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
に
と
っ
て
、
こ
の

二
宮
尊
徳
精
神
は
大
事
で
あ
り
、
子
供
た
ち

に
も
企
業
家
精
神
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と

は
非
常
に
大
事
だ
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
今
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は

「
二
宮
尊
徳
の
精
神
」
で
あ
り
、
こ
の
町
を

発
展
さ
せ
た
り
、
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
努

力
を
通
し
て
人
格
が
磨
か
れ
、
同
時
に
、
よ

い
仕
事
を
す
る
人
に
な
る
よ
う
な
教
育
の
た

め
に
は
、
や
は
り
、「
二
宮
尊
徳
の
精
神
」

が
い
る
と
思
う
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
、
二
宮

尊
徳
の
精
神
を
伝
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
の
だ
が
、
如
何
か
。

　
①
（
教
育
長
）

二
宮
尊
徳
と
い
え
ば
、
薪
を
背
負

っ
て
書
物
を
読
む
少
年
時
代
の
金
次
郎
像
が

有
名
だ
が
、
疲
弊
し
た
村
々
を
救
済
す
る
た

め
に
大
改
革
を
成
し
遂
げ
た
農
政
家
と
し
て

知
ら
れ
た
偉
人
。
そ
の
足
跡
や
「
積
小
為

大
」「
分
度
」「
推
譲
」「
報
徳
」
と
い
っ
た

二
宮
尊
徳
が
残
し
た
言
葉
か
ら
は
、
生
き
る

た
め
の
知
恵
を
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
方
、
学
校
教
育
に
お
い
て
、
生
き
方
に

関
わ
る
教
育
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
あ

答

る
。
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
人
一
人
が

社
会
の
中
で
自
分
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
し
て
い
く

過
程
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
発
達
の
た
め
に
、
社

会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
、
必
要
な
基

盤
と
な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
こ
と
。
現

在
「
各
教
科
」「
道
徳
」「
特
別
活
動
」「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
・
そ
の
他
」
等
学
び
の

場
面
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

特
に
「
道
徳
」
に
お
い
て
は
「
勤
労
」

「
感
謝
」「
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
」

「
節
度
、
節
制
」
等
、
二
宮
尊
徳
が
大
切
に

し
た
、
人
と
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き
価
値
に

つ
い
て
学
年
に
応
じ
て
学
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で

は
、
中
学
校
に
お
い
て
「
ふ
る
さ
と
体
験
学

習
」「
職
場
体
験
学
習
」、
更
に
は
、「
学
校

と
地
域
・
企
業
を
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
研

修
会
」「
キ
ャ
リ
ア
講
話
」
な
ど
を
実
施
し

て
お
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
職
業
観
を
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で

二
宮
尊
徳
の
精
神
が
宿
る
教
育
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
に

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
②
稼
げ
る
町
が
人
口
を
増
や
す
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

　

行
政
が
多
額
の
予
算
を
か
け
る
こ
と
な

く
、
民
間
主
導
の
動
き
を
適
宜
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
一
点
目
、
国
道
沿
い
に
農
産
物

直
売
所
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
、
考
え
を

問

竹内 富士子 議員
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伺
う
。

　

二
点
目
、
廃
校
や
廃
施
設
を
活
用
し
た
植

物
工
場
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
②
（
町
長
）

一
点
目
、「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
鰐

ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
」
に
は
、
農
家
が
自
ら
生
産
し
た

新
鮮
な
農
産
物
を
直
接
消
費
者
に
提
供
す
る

直
売
所
が
あ
る
。

　

気
象
状
況
等
に
も
よ
る
が
、
品
目
や
売
上

実
績
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
生
産
者
、

消
費
者
双
方
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

新
た
な
直
売
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
現

在
予
定
し
て
い
な
い
が
、
農
産
物
の
生
産
体

制
の
支
援
や
六
次
産
業
化
の
取
組
み
を
行

い
、
農
業
所
得
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
。

　

二
点
目
、
植
物
工
場
と
は
、
施
設
内
で
植

物
の
生
育
環
境
を
制
御
し
、
季
節
や
天
候
に

左
右
さ
れ
ず
に
野
菜
等
の
植
物
を
計
画
的
か

つ
安
定
的
に
生
産
で
き
る
栽
培
施
設
と
認
識

し
て
い
る
。
廃
校
や
廃
施
設
を
同
様
の
目
的

で
使
用
す
る
に
は
、
栽
培
技
術
や
大
規
模
な

改
修
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
る
が
、
実

績
の
あ
る
民
間
事
業
者
か
ら
そ
の
よ
う
な
施

設
利
用
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
た
い
。

　
③
温
泉
を
保
護
し
利
用
し
、
本
町
の

温
泉
を
次
世
代
に
大
切
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
は
多
く
の
町
民
の
願
い
で
あ
る

と
思
う
。

　

各
地
に
お
い
て
も
、「
日
帰
り
湯
治
」
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、「
一
泊
の

答問

湯
治
」
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
思

う
。
ま
た
、「
プ
チ
湯
治
」
と
い
わ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

　

例
え
ば
、「
プ
チ
湯
治
」
に
取
り
組
む
と

し
た
場
合
な
ど
、
町
と
し
て
、「
施
設
整
備
」

や
「
湯
治
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
」
な
ど
へ
の
支
援

が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
③
（
町
長
）

町
の
調
べ
で
は
、
町
内
宿
泊
施
設

に
お
い
て
、
湯
治
プ
ラ
ン
の
あ
る
施
設
は
一

施
設
、
湯
治
に
対
応
し
て
い
る
自
炊
場
が
あ

る
施
設
は
二
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
湯
治
に

つ
い
て
は
、
施
設
環
境
や
人
員
的
な
も
の
な

ど
が
あ
り
、
対
応
で
き
る
施
設
は
限
ら
れ
て

い
る
状
況
。

　

町
で
は
、
施
設
の
改
修
や
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
等
に
「
事
業
者
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
推

進
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
な

ど
し
て
、
宿
泊
事
業
者
等
を
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
団
体
が
大
鰐
温
泉
の
魅
力
を
発

信
す
る
た
め
に
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、
マ
ッ
プ
な
ど
の
媒
体
制
作
等
に
対
し
て

も
、
補
助
金
等
に
よ
り
支
援
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
観
光
資
源
で
あ
る
温
泉
を
有
効

活
用
し
、
町
の
魅
力
を
発
揮
・
Ｐ
Ｒ
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

答

①
全
日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
の
成
果

と
反
省
点
に
つ
い
て

②
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原
エ
リ
ア
の
冬
期
活
用
に

つ
い
て

　
①
二
月
十
八
日
か
ら
二
月
二
十
三
日

ま
で
大
鰐
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
、
全

日
本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

そ
の
成
果
は
い
か
が
だ
っ
た
の
か
。

　

町
内
に
は
宿
泊
施
設
が
少
な
く
、
ま
た
町

内
飲
食
店
の
利
用
も
思
っ
た
ほ
ど
伸
び
ず
、

コ
ン
ビ
ニ
利
用
が
多
か
っ
た
こ
と
、
大
会
期

間
中
ス
キ
ー
場
が
貸
切
と
な
り
、
一
般
ス
キ

ー
客
が
利
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と
。
ま
た
、

選
手
の
一
部
か
ら
は
ワ
ッ
ク
ス
場
所
確
保
の

不
備
な
ど
、
大
鰐
で
大
会
を
や
る
意
味
が
あ

る
の
か
と
い
う
不
満
も
聞
い
た
。

　

経
済
効
果
を
期
待
し
て
の
大
会
誘
致
だ
っ

た
と
思
う
が
、
以
前
と
は
大
き
な
変
化
が
起

き
て
い
る
。
宿
泊
施
設
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
の
拡
大
か
ら
、
一
月
中
旬
か
ら
二
月
に
か

け
東
南
ア
ジ
ア
旅
行
社
か
ら
の
予
約
が
多

く
、
今
回
近
隣
の
主
要
ホ
テ
ル
は
受
け
入
れ

を
断
っ
て
い
る
。

　

来
年
の
国
ス
ポ
、
二
年
後
の
イ
ン
カ
レ
は

開
催
が
決
定
し
、
断
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
今

後
、
大
規
模
の
大
会
誘
致
は
見
直
す
必
要
が

問

あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

　
①
（
町
長
）　

二
月
十
八
日
か
ら
二
月
二
十
三
日

ま
で
本
町
で
開
催
さ
れ
た
第
九
十
八
回
全
日

本
学
生
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
は
、
彬
子
女
王

殿
下
を
迎
え
た
八
年
振
り
の
大
舞
台
で
あ

り
、
大
会
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
て
、

ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
近
隣
の
主
要
ホ

テ
ル
等
か
ら
選
手
団
の
受
け
入
れ
が
で
き
な

い
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
と
配
宿
業
者
か
ら
報

告
を
受
け
て
い
る
。
当
該
施
設
は
こ
れ
ま
で

の
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
選
手
団
の
受
け
入

れ
及
び
ワ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
の
設
置
に
つ
い
て

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
た
宿
泊
施
設
で
あ

り
、
町
内
宿
泊
施
設
の
減
少
と
重
な
り
、
ワ

ッ
ク
ス
ル
ー
ム
が
設
置
で
き
な
い
宿
泊
施
設

に
配
宿
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
じ
た
。

　

配
宿
業
者
及
び
選
手
団
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
成
田
歯
科
医
院
様
の
ご
協
力
に
よ
り
急

遽
共
用
ワ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
駐
車
場
に
つ
い
て
も
、
大
雪
に
よ

り
当
初
想
定
し
て
い
た
駐
車
台
数
を
確
保
で

き
ず
、
特
に
最
終
日
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
・
リ
レ
ー
競
技
の
際
に
は
、
競
技
会
場
か

ら
あ
じ
ゃ
ら
高
原
ト
ン
ネ
ル
周
辺
ま
で
渋
滞

が
発
生
し
、
急
遽
役
場
及
び
中
学
校
を
臨
時

駐
車
場
に
設
定
し
、
町
保
有
の
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
な
ど
に
よ
る
臨
時
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

に
よ
る
対
応
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
大
会
の
教
訓
を
充
分
に
活
か
し
、
今
後

答

藤田 賀津彦 議員
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町政ここが聞きたい　  議会だより 
の
大
会
に
備
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
今
大
会
の
費
用
対
効
果
と
し
て
は
、
ま

だ
費
用
が
集
計
で
き
て
い
な
い
が
、
宿
泊
者

数
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ン
プ
競
技
を
除
い
た
延

べ
人
数
で
選
手
・
関
係
者
な
ど
約
五
千
七
百

名
で
あ
り
、
う
ち
町
内
宿
泊
者
数
は
約
三
千

名
と
な
り
、
全
体
の
五
十
二
％
程
度
と
な
っ

て
い
る
。

　

大
規
模
な
大
会
誘
致
を
見
直
す
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
カ
レ
・
国
ス
ポ
に
お
け

る
結
果
を
踏
ま
え
、
関
係
団
体
と
協
議
し
な

が
ら
見
極
め
て
い
く
。

　
②
国
内
屈
指
の
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
を

展
開
す
る
人
気
旅
館
が
本
町
に
あ

る
。
毎
年
様
々
な
試
行
を
凝
ら
し
、
シ
ー
ズ

ン
問
わ
ず
集
客
活
動
を
行
い
国
内
外
に
向
け

「
大
鰐
温
泉
」
を
宣
伝
さ
れ
、
本
町
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
人
気
施
設
で
も

冬
期
集
客
に
は
県
内
各
自
治
体
同
様
不
安
を

感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

企
画
力
の
優
れ
て
い
る
当
施
設
の
方
か

ら
、
な
ぜ
魅
力
の
あ
る
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原
エ

リ
ア
を
長
年
放
置
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
。
雪
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
内
の
人
気
体
験

施
設
は
狭
い
エ
リ
ア
を
工
夫
し
雪
遊
び
会
場

を
作
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
本
町
は
埋
も

れ
た
観
光
資
源
の
宝
庫
だ
。

　

今
年
は
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
日
々
の
全
国

ニ
ュ
ー
ス
に
青
森
県
の
積
雪
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
た
結
果
、
海
外
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

問

に
日
本
で
雪
が
一
番
多
い
場
所
と
情
報
が
出

回
り
、
青
森
県
に
雪
を
見
に
行
き
た
い
と
い

う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
が
増
え
、
海
外
旅
行
社

も
冬
の
青
森
に
興
味
を
示
し
て
い
る
。

　

お
客
様
は
待
っ
て
い
て
は
来
な
い
。
こ
こ

で
し
か
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
商
品
化
す
る

こ
と
に
よ
り
大
き
な
集
客
に
繋
が
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
宿
泊
施
設
の
扱
い
金
額

が
大
き
く
増
額
し
て
い
る
と
聞
く
。
ス
キ
ー

以
外
で
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

集
客
は
期
待
で
き
る
の
で
、
埋
も
れ
た
観
光

資
源
を
磨
き
上
げ
、
本
町
活
性
化
の
た
め
、

ぜ
ひ
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原
エ
リ
ア
の
貸
し
出
し

を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
如

何
か
。

　
②
（
町
長
）　

大
鰐
温
泉
ス
キ
ー
場
は
、
平
成
二

十
二
年
度
以
降
あ
じ
ゃ
ら
高
原
エ
リ
ア
を
休

止
し
、
国
際
エ
リ
ア
主
体
で
運
営
を
し
て
い

る
。

　

議
員
仰
せ
の
と
お
り
、
旧
あ
じ
ゃ
ら
高
原

エ
リ
ア
の
利
活
用
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
・
シ

ー
ズ
ン
は
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
に
町

の
条
例
に
基
づ
き
貸
し
出
し
て
い
る
。
ウ
ィ

ン
タ
ー
・
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は
、
現
在
利

活
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
安
全
を
十
分
に
確

保
し
、
条
例
に
基
づ
き
貸
出
し
す
る
こ
と
は

可
能
と
考
え
て
い
る
。

答

①
今
冬
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

②
ス
キ
ー
大
会
誘
致
の
成
果
に
つ
い
て

③
大
雪
に
よ
る
今
後
の
農
業
の
対
応
に
つ
い
て

④
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
町
の
発
展
に
つ
い
て

　
①
今
年
は
過
去
に
類
を
み
な
い
ほ
ど

の
大
雪
で
、
町
は
豪
雪
対
策
本
部
を

設
置
し
て
対
応
し
た
が
、
果
た
し
て
そ
れ
が

活
か
さ
れ
た
の
か
、
甚
だ
疑
問
点
を
感
じ
る
。

　

特
に
幹
線
道
よ
り
生
活
道
の
小
路
地
の
車

一
台
が
や
っ
と
通
る
道
や
傾
斜
地
、
流
雪
溝

の
な
い
場
所
に
住
ん
で
い
る
方
々
が
苦
労
し

て
い
る
。

　

幹
線
道
も
突
然
の
雪
で
車
の
底
が
つ
く
く

ら
い
に
積
も
っ
て
い
る
こ
と
が
何
度
も
あ
っ

た
。
対
向
車
が
凹
凸
の
あ
る
車
の
溝
を
避
け

よ
う
と
し
て
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
損
ね
て
フ
ラ

フ
ラ
運
転
し
て
い
る
の
を
何
度
も
見
た
。

　

私
な
り
に
町
や
関
係
者
の
方
々
が
努
力
し

て
い
る
事
や
費
用
の
こ
と
を
説
明
す
る
が
、

敢
え
て
質
問
す
る
。

　
（
一
）
除
雪
の
契
約
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
（
二
）
明
確
な
基
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る

の
か
、
伺
う
。

問

　
①
（
町
長
）　

今
冬
は
、
本
県
に
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
る
豪
雪
と
な
り
、
本
町
に
お
い
て

も
最
高
積
雪
深
が
百
三
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
な
り
、
計
画
的
な
除
雪
作
業
を
進
め
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日

中
の
降
雪
が
少
な
く
、
夜
間
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降
っ
た
こ
と
か

ら
、
特
に
道
路
除
雪
に
つ
い
て
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
多
大
な
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
と

認
識
し
て
い
る
。

　
（
一
）
直
営
路
線
を
除
き
、
大
路
地
十
一

工
区
と
小
路
地
七
工
区
、
計
十
八
工
区
、
除

雪
総
延
長
九
十
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
六
事

業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

　
（
二
）
町
の
「
除
排
雪
事
業
計
画
」
が
あ

る
。
計
画
で
は
、
連
続
し
た
降
雪
に
よ
り
、

午
後
十
時
に
降
雪
量
が
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

あ
っ
た
場
合
に
出
動
す
る
基
準
と
な
っ
て
い

る
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
明
け

方
に
か
け
て
の
降
雪
が
多
く
、
出
動
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
で

も
交
通
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
た
め
に
、
今

年
は
深
夜
除
雪
に
限
り
業
者
判
断
で
出
動
す

る
対
応
を
と
っ
た
と
こ
ろ
。

　

深
夜
か
ら
の
除
雪
作
業
は
、
時
間
に
限
り

が
あ
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
幹
線
道
路
を
優

先
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
小
路
地

に
遅
れ
が
生
じ
て
し
ま
う
。
今
後
も
、
こ
の

よ
う
な
降
雪
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
除

雪
業
務
の
改
善
に
努
め
て
い
く
の
で
、
ご
理

答

中島 英臣 議員
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解
を
お
願
い
す
る
。

　
②
い
つ
も
な
ら
雪
不
足
で
大
会
関
係

者
は
苦
労
す
る
が
、
今
年
は
い
つ
も

よ
り
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
関
係
し
て
い
る
役
場
の
職
員

の
方
や
一
部
の
大
会
関
係
者
の
方
々
が
休
む

間
も
な
く
目
白
押
し
に
大
会
が
あ
る
シ
ー
ズ

ン
で
あ
っ
た
。

　

大
会
は
全
て
成
功
裏
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
年
の
大
会
だ
が
、
暦
を
み
る
と

一
月
と
二
月
に
毎
週
土
日
祝
日
に
大
会
が
あ

り
、
な
お
か
つ
イ
ン
カ
レ
の
時
は
貸
し
切
り

ゲ
レ
ン
デ
で
あ
っ
た
。

　

一
般
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
楽
し
め

る
斜
面
が
滑
れ
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
雪

が
な
け
れ
ば
シ
ー
ズ
ン
を
早
く
終
了
し
て
も

一
般
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
納
得
す
る
と
思
う

が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
た
っ
ぷ
り
あ
る
。

　

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
多
数
の
方
々
か

ら
、
雪
が
あ
る
の
に
な
ぜ
延
長
出
来
な
い
の

か
聞
か
れ
る
。

　

ま
た
、
昨
今
町
の
情
勢
も
変
わ
り
、
大
会

誘
致
が
本
当
に
町
の
経
済
に
繋
が
っ
て
い
る

の
か
検
証
す
る
時
期
に
来
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

　

町
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
も
利
か
な
く
、

な
お
か
つ
税
収
も
落
ち
、
運
営
す
る
方
々
も

高
齢
者
の
方
が
多
い
の
が
現
状
。

　

そ
れ
に
施
設
も
老
朽
化
し
、
リ
フ
ト
の
搬

器
や
圧
雪
車
の
故
障
も
気
に
な
る
。
来
年
は

問

国
ス
ポ
だ
。
安
全
第
一
が
優
先
さ
れ
ス
ム
ー

ズ
な
大
会
運
営
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ビ
ッ
ク
大
会
の
国
ス
ポ
、
イ
ン
カ
レ
が
あ

る
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
経
済
に
繋
げ
よ
う

と
し
て
い
く
の
か
、
二
点
伺
う
。

　
（
一
）
何
故
雪
が
あ
っ
て
も
延
長
出
来
な

い
の
か
。

　
（
二
）
大
会
誘
致
の
町
の
発
展
と
経
済
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
②
（
町
長
）　

（
一
）
近
年
は
少
雪
で
あ
っ
た
た

め
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
営
業
終
了
を
三
月
九
日

に
定
め
た
も
の
。
指
定
管
理
者
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
冬
季
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が
農

家
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
月
に
入
る
と
次
々

と
離
職
し
、
リ
フ
ト
運
行
に
支
障
が
生
じ
る

こ
と
で
延
長
は
難
し
い
と
伺
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
春
か
ら
の
営
業
に
向
け
、
ス
キ
ー

場
の
営
業
終
了
後
、
す
ぐ
に
「
あ
じ
ゃ
ら
行

者
線
」
の
除
雪
作
業
を
開
始
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
や
、
指
定
管
理
者
に
お
い
て
も
少
な

い
従
業
員
で
の
雪
切
作
業
、
茶
臼
山
公
園
の

雪
囲
い
撤
去
等
が
あ
り
、
工
程
的
に
延
長
困

難
と
考
え
て
い
る
。

　
（
二
）
大
会
誘
致
に
よ
る
効
果
と
し
て

は
、
温
泉
と
ス
キ
ー
の
町
、
大
鰐
町
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
今
回
の
イ
ン
カ
レ
は
、
国
ス
ポ
の
リ
ハ

ー
サ
ル
大
会
と
位
置
付
け
て
い
る
た
め
、
県

か
ら
の
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
通

答

常
よ
り
少
な
い
町
負
担
額
で
開
催
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

来
年
度
の
国
ス
ポ
に
向
け
て
貴
重
な
経
験

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
競
技
運
営
面
に
係
る

課
題
精
査
を
行
っ
て
、
し
っ
か
り
準
備
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
本
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
約
九
百

人
の
選
手
・
関
係
者
が
集
っ
た
。
経
済
効
果

と
し
て
は
、
延
べ
で
約
三
千
人
が
町
内
に
宿

泊
し
た
ほ
か
、
期
間
中
に
飲
食
や
買
い
物
を

す
る
な
ど
、
地
域
経
済
に
与
え
た
効
果
は
大

き
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
来
年
度
以
降

も
、
全
国
規
模
の
ス
キ
ー
大
会
が
続
く
。
大

会
の
開
催
に
よ
り
町
の
知
名
度
を
一
層
高
め

つ
つ
、
経
済
対
策
と
併
せ
、
冬
季
観
光
の
推

進
に
努
め
て
い
く
。

　
③
農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
や
す
い

職
業
。
今
年
の
よ
う
に
冬
に
や
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
現
状
の
中
、
町
も
懸
命
に
努
力
し
て
い
る

が
、
こ
の
後
雪
が
消
え
る
と
被
害
が
甚
大
に

増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

大
鰐
町
の
り
ん
ご
は
津
軽
平
野
に
あ
る
平

地
の
り
ん
ご
に
比
べ
る
と
、
実
が
し
ま
り
、

糖
度
も
あ
り
業
者
か
ら
好
ま
れ
て
い
る
。
こ

こ
何
年
か
は
災
害
に
見
舞
わ
れ
ず
、
ハ
ウ
ス

を
利
用
し
て
い
る
作
物
や
米
も
高
値
で
取
引

さ
れ
、
農
家
の
人
達
も
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

　

農
業
を
生
業
と
し
て
い
る
方
々
に
と
っ
て

も
大
雪
は
「
明
る
い
兆
し
の
見
え
る
」
こ
と

問

に
「
水
を
差
し
た
」
よ
う
な
状
態
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
雪
の
被
害
で
甚
大
な

被
害
が
増
え
る
こ
と
に
町
は
ど
の
よ
う
に
対

処
す
る
の
か
伺
う
。

　
③
（
町
長
）　

今
冬
の
豪
雪
被
害
に
対
応
す
る
た

め
、
例
年
よ
り
一
カ
月
ほ
ど
早
く
農
道
除
雪

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
被
害
対
策
の
緊
急
支

援
事
業
と
し
て
、
農
業
用
融
雪
剤
の
購
入
費

用
の
補
助
、
雪
害
に
よ
り
枝
折
れ
し
た
果
樹

の
病
害
を
防
止
す
る
た
め
、
塗
布
剤
の
購
入

費
用
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
樹
園
地

の
積
雪
が
深
い
た
め
、
被
害
確
認
に
苦
慮
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
四
月
中
旬
に
か

け
て
、
県
及
び
農
業
関
係
団
体
と
連
携
し
、

被
害
状
況
の
調
査
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　

農
家
の
生
産
意
欲
が
減
退
し
な
い
よ
う
、

状
況
把
握
に
努
め
、
国
・
県
に
支
援
を
要
望

す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
生
産
に
向
け
、
早

期
の
復
旧
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
④
日
本
は
今
、
少
子
高
齢
化
と
人
口

減
少
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、
格
差
も
ま

す
ま
す
広
が
っ
て
い
く
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
解
決
す
る
に
は
人
の
賑
わ
い

を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
景

気
を
押
し
上
げ
て
、
明
る
い
未
来
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
。

　

経
済
を
押
し
上
げ
て
い
る
自
治
体
は
イ
ン

答問
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町政ここが聞きたい　  議会だより 
バ
ウ
ン
ド
の
方
々
が
訪
れ
て
い
る
地
域
。

　

私
は
議
員
活
動
の
中
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に

つ
い
て
何
度
も
質
問
し
て
い
る
が
、
町
が
質

問
に
答
え
た
ほ
ど
成
果
が
表
れ
て
い
な
い
。

　

先
般
の
総
合
戦
略
の
策
定
の
中
に
「
に
ぎ

わ
い
の
創
出
」
が
あ
っ
た
が
、
も
っ
と
具
体

的
に
聞
き
た
い
。

　
④
（
町
長
）　

に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
の
取
組
み

と
し
て
、
住
民
の
自
主
的
・
主
体
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
た
、「
住
民
参

加
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
を
活
用
し
、
今
年

度
開
催
さ
れ
た
「
わ
ぁ
ん
ど
す
と
り
ー
と
」

や
「
わ
に
ハ
ロ
」
は
、
多
数
の
来
場
者
で
盛

況
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
先
月
開
催
し
た
イ
ン
カ
レ
で
は
、

全
国
か
ら
選
手
や
関
係
者
な
ど
多
く
の
方
が

来
町
し
、
ス
キ
ー
場
や
温
泉
と
い
っ
た
町
の

資
源
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
っ
た
も

の
。

　

そ
の
ほ
か
、
中
南
地
域
県
民
局
や
町
内
事

業
者
と
連
携
し
、
大
円
寺
や
町
内
の
ス
ナ
ッ

ク
等
に
光
を
当
て
た
、「
湯
の
街
ナ
イ
ト
」

を
開
催
し
た
。「
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ
カ
ー
ド
」

を
取
得
す
る
た
め
に
、
ス
ナ
ッ
ク
巡
り
を
す

る
取
組
み
は
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
も
注
目
さ
れ

た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
取
組
み
と
し
て
は
、
弘

答

南
鉄
道
大
鰐
線
や
青
森
空
港
で
の
お
出
迎
え

を
行
い
、
外
国
語
対
応
の
町
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
対
面
で
配
布
す
る
こ
と
に

よ
り
、
町
の
魅
力
を
直
接
伝
え
、
誘
客
促
進

を
図
っ
て
い
る
。
外
国
人
宿
泊
客
数
に
つ
い

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和
元
年
で
は
約
七

千
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
令
和
六
年
で

は
約
一
万
三
千
人
に
増
え
て
お
り
、
事
業
者

の
努
力
や
町
の
取
組
み
等
に
よ
る
成
果
が
出

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

次
期
総
合
戦
略
で
は
、
基
本
目
標
の
一
つ
に

「
新
し
い
人
の
流
れ
に
よ
る
創
出
」
を
掲

げ
、「
資
源
・
人
材
を
活
か
し
た
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
」「
街
な
か
商
店
街
活
性
化
支
援
」

「
魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
く
り
」
な
ど
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
毎
年
、
事
業
の
効
果
検
証
を
行
う

こ
と
で
、
新
た
な
地
域
課
題
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
施
策
の
内
容
を
見

直
し
、
継
続
的
に
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

①
除
雪
に
つ
い
て

②
令
和
七
年
度
予
算
に
つ
い
て

　
①
今
年
度
の
除
排
雪
、
二
月
末
ま
で

の
回
数
と
費
用
、
町
の
負
担
額
を
伺

う
。

　

ま
た
、
町
民
か
ら
は
も
っ
と
回
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
多
数
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
例
え
ば
十
回
ほ
ど
除
雪
を
増
や
し

た
場
合
、
町
の
負
担
額
は
ど
れ
く
ら
い
増

え
、
財
政
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
と
思
わ

れ
る
か
。

　
①
（
町
長
）　

町
道
に
お
け
る
二
月
末
ま
で
の
除

雪
出
動
回
数
は
、
山
間
部
の
多
い
と
こ
ろ
で

は
四
十
回
、
平
場
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
十

四
回
、
平
均
す
る
と
二
十
回
、
委
託
費
用
は

約
一
億
六
千
三
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
排

雪
費
用
は
三
回
で
、
三
千
百
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
十
回
ほ
ど
除
雪
を
増
や
し
た
場

合
、
一
回
あ
た
り
八
百
万
円
程
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
十
回
分
で
約
八
千
万
円
と
な
る
。
除

排
雪
費
用
の
財
政
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
特

問答

別
交
付
税
等
の
財
政
措
置
が
あ
る
が
、
市
町

村
に
対
す
る
予
算
配
分
に
は
限
度
が
あ
る
も

の
。
今
後
も
効
率
的
な
除
雪
体
制
の
構
築
を

進
め
て
い
く
。

　
②
来
年
度
の
予
算
で
目
玉
と
な
る
も

の
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

　
②
（
町
長
）　

主
要
な
事
業
と
し
て
は
、
国
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
係
る
事
業
で
あ
り
、
施
設
の

改
修
費
用
な
ど
、
三
億
一
千
八
百
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。
主
に
ア
ル
ペ
ン
ゴ
ー
ル
ハ
ウ

ス
の
新
築
や
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
会
場
の

階
段
の
改
修
な
ど
、
大
会
運
営
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
令
和
六
年
度
に
引
き
続
き
、
商
品

券
事
業
と
し
て
、
一
人
五
千
円
分
を
全
町
民

に
配
布
し
、
物
価
高
騰
支
援
と
町
内
の
経
済

活
性
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
継

続
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
新
た
に
保
育
所
等

の
副
食
費
の
無
償
化
事
業
と
し
て
四
百
万
円

を
計
上
し
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
合
葬
墓
の
整

備
費
用
九
百
万
円
を
計
上
し
、
町
営
墓
地
で

あ
る
大
鰐
霊
園
内
に
合
葬
墓
を
設
置
す
る
予

問答

髙橋 浩二 議員



13 広報おおわに ５月号

再質問を含めた一般質問の全文は町 HP に掲載しています。
大鰐町議会に関する情報を随時更新しておりますのでご確認ください。

http://www.town.owani.lg.jp/gyousei/gikai/teireikairinjikai/R6teireikairinjikai.html

定
と
し
て
い
る
。

　

昨
今
の
物
価
高
騰
等
の
影
響
も
あ
り
、
本

町
の
財
政
状
況
は
引
き
続
き
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
今
後
も
適
正
な
予
算
執
行
に
努
め

て
い
く
。

①
旧
小
学
校
等
の
活
用
に
つ
い
て

②
当
選
の
無
効
に
関
す
る
異
議
申
出
に
つ
い
て

　
①
現
在
一
部
は
、
ス
キ
ー
大
会
の
準

備
室
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
利
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
、
廃
屋
と

な
り
多
額
の
処
理
費
用
が
想
定
さ
れ
る
。
大

鰐
町
避
難
所
・
大
鰐
町
特
産
品
加
工
施
設
・

町
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
・
個
人
及

び
企
業
へ
の
貸
し
出
し
な
ど
様
々
考
え
ら
れ

る
。
今
後
の
町
の
方
針
計
画
を
伺
う
。

　
①
（
町
長
）　

町
で
は
今
年
度
、
旧
大
鰐
第
二
小

学
校
に
全
国
ス
キ
ー
大
会
準
備
室
を
配
置

し
、
先
月
開
催
さ
れ
た
イ
ン
カ
レ
大
会
本
部

と
し
て
活
用
し
て
お
り
、
旧
長
峰
小
学
校
に

問答

つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
か
ら
ド
ロ
ー
ン
ス

ク
ー
ル
と
し
て
、
企
業
へ
貸
付
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
両
施
設
は
町
防
災
計
画
に
基
づ

き
、
有
事
に
備
え
、
避
難
所
と
し
て
指
定
し

て
い
る
。
旧
蔵
館
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
避
難
所
と
し
て
の
指
定

を
解
除
し
、
遊
休
施
設
と
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
。
議
員
仰
せ
の
特
産
品
加
工
施
設
に
つ

い
て
は
、
民
間
団
体
等
か
ら
の
要
望
が
な
い

こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
整
備
予
定
は
な

い
。
ま
た
、
町
民
体
育
館
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
と
し
て
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
令
和
三

年
度
に
改
修
費
を
積
算
し
た
と
こ
ろ
、
多
額

の
経
費
負
担
が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
改

修
を
断
念
し
た
も
の
。

　

今
後
の
町
の
方
針
と
し
て
は
、
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
旧
小
学
校
を

含
め
た
公
共
施
設
の
管
理
運
営
に
か
か
る
維

持
管
理
や
、
運
営
コ
ス
ト
を
低
減
す
る
な
ど

し
、
長
寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
将
来
の
更
新

費
用
の
削
減
に
努
め
て
い
く
。

　
②
異
議
申
立
書
が
、
令
和
四
年
十
二

月
十
五
日
に
提
出
さ
れ
、
大
鰐
町
選

挙
管
理
委
員
会
の
決
定
後
、
青
森
県
選
挙
管

理
委
員
会
の
裁
決
を
経
て
、
裁
判
所
の
最
終

決
定
の
結
果
に
つ
い
て
、
選
挙
管
理
委
員
長

と
し
て
、
所
見
・
感
想
を
伺
う
。

問

　
②
（
選
挙
管
理
委
員
長
）

令
和
四
年
十
二
月
四
日
執
行
の
大

鰐
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
に
お
い
て
、
当
選

の
効
力
に
関
す
る
争
訟
が
提
起
さ
れ
た
こ
と

及
び
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
と
し
て
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
選
挙

は
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
重
要
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
。
今
後
も
、
選
挙
が
公
明
か
つ

適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
い
く
。

答

前田 一裕 議員
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インフォメーション　  まちのお知らせ 

対 象 者　65歳以上の町民
参加費用　無料
開催日時　月２回程度　水曜日　13時30分～15時
場　　所　大鰐町中央公民館　集会室

認 知 症　1 人 で 悩 ま ず
相 談・ 行 動 が 大 切 で す

もの忘れへの不安、認知症について相談したいことはありませんか？

認知症の方を介護しているご家族同士で話をしてみませんか？

大鰐町認知症ケアパスができました

さわやかシニア教室　参加者募集

■お問合せ　保健福祉課地域包括支援係　☎55・6569（直通）

認知症を知る・相談する機会や検診を次のとおり行っております。ご自身

のこと・ご家族やお友達のことなど心配なことがあればご相談ください。

日ごろの不安や苦労を話したり、介護経験のあるご家族から体験談を聞いたりしながら、気分転換や情報を得

ることができます。当日は認知症疾患医療センター（弘前愛成会病院）の相談員が参加し、ご相談にも対応します。

認知症の容態に応じ、適切な医療・介護が受けられるようにと平成30年に作成した「大鰐町認知症あんしん

ガイド」を更新しました。新たな「大鰐町認知症ケアパス」を４月10日に各家庭に配布しておりますので、ぜ

ひご活用ください。

家族や周りに認知症だと思われる人がいるがどこに相談すればいいか分からない等、認知症に関するご相談が

あれば下記までご連絡ください。

65歳以上の町民を対象に筋力アップのための運動や認知機能低下予防のレクリエーション、脳トレやお口の

体操を中心とした内容で行う介護予防や仲間づくりを目的とした教室です。参加を希望される方は、実施日に直

接会場にお越しください。

《もの忘れ検診》
認知症の早期発見・早期受診を目的として認知機能の検査を実

施しています。
期日　令和７年５月28日（水）、７月２日（水）
　　　　　　　９月24日（水）、11月18日（火）
　　　令和８年１月28日（水）、３月10日（火）
時間　９時30分～11時30分
場所　大鰐町総合福祉センター　１階
　※受診される場合は事前申し込みが必要です。

期日　令和７年６月13日（金）、９月26日（金）、12月12日（金）、令和８年２月13日（金）
時間　13時30分～15時
場所　大鰐町総合福祉センター　２階　視聴覚室
　※参加される場合は事前申し込みが必要です。

《おれんじカフェ》
認知症について知る・相談す

ることができます。認知症の方
やその家族だけではなく、認知
症に関心のある方はどなたでも
参加できます。

開催日時はもの忘れ検診と同
じです。

開催日
令和７年５月 21日 28日

　　　　６月 ４日 25日

　　　　７月 ９日 23日



15 広報おおわに ５月号

令和７年度婦人科検診・複合検診の申し込みはお済みですか

胃がんリスク検診（ピロリ菌等検査）について

●対象者
　町内に住所を有する、20歳から74歳までの方
　ただし、次のいずれかに該当する方は対象となりま
せん。
　・既に胃がんリスク検診（ピロリ菌検査）を受けた

ことのある方
　・胃潰瘍や十二指腸潰瘍の治療を受けていて除菌予

定の方
　・既にピロリ菌除菌治療をした方
　・胃の手術をしたことのある方
●実施期間
　令和７年４月１日～令和８年３月31日
●実施医療機関
　・町立大鰐診療所　　　　　　☎48・2211
　・おおわに内科クリニック　　☎47・7111
　・小山内医院　　　　　　　　☎48・2415
　・ゆのかわら医院　　　　　　☎47・6611
　　※事前に医療機関に直接申し込みください。

　町では、胃がんになる危険度がわかる「胃がんリスク検診」を実施しています。この検診は、胃がんそのもの
を発見するための検診ではありませんが、胃の状態を把握してご自身の健康にお役立てください。
　受診の結果、要精密検査と判定された方は、自己負担（保険診療）で胃内視鏡検査を受ける必要があります。

●検査内容
　・問診
　・便検査（便中ヘリコバクター・ピロリ抗原検査）

便の中にピロリ菌が存在しているかどうかを調べ
る検査です。ピロリ菌は人間の胃の粘膜に好んで
住みつき、胃潰瘍、十二指腸潰瘍や慢性萎縮性胃
炎さらに胃がんを発症させる菌と考えられていま
す。

●検査費用
　無料
　※検査費用3,590円を全額町が負担しています。

　町では令和７年度婦人科検診・複合検診の申し込みを受け付けています。
　令和７年３月号広報で検（健）診のお知らせをしておりましたが、まだ申し込みをされていない方は下記の方
法で希望日の１週間前までに申し込みください。

●申込方法
①保健福祉課8番窓口
②電話：５５・7149（直通）
③インターネット：右記二次元コードから24時間受付

　婦人科検診と６月・７月の複合検診を申し込まれた方には問診票等をお送りしていますが、まだ問診票等が届
いていない方や、問診票が届いた方で日時の変更を希望される方はご連絡ください。
　なお、１１月の検診を申し込んだ方へは、１１月上旬に問診票をお送りいたします。

■お問合せ　保健福祉課健康推進係　☎55・7149（直通）

■お問合せ　保健福祉課健康推進係　☎55・7149（直通）

【インターネット申込】
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令和７年度より高齢者帯状疱疹予防接種が始まります

●対象者
①年度内に65歳を迎える方
②接種日における年齢が満60歳以上65歳未満の方で

あって、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の
障害があり、日常生活がほとんど不可能な方

③令和７年度から令和11年度までの５年間の経過措
置 と し て、 そ の 年 度 内 に70、75、80、85、90、
95、100歳となる方

　令和７年度に限り100歳以上となる方も対象
＜令和7年度に対象となる生年月日＞
65歳：昭和35年４月２日～昭和36年４月１日
70歳：昭和30年４月２日～昭和31年４月１日
75歳：昭和25年４月２日～昭和26年４月１日
80歳：昭和20年４月２日～昭和21年４月１日
85歳：昭和15年４月２日～昭和16年４月１日
90歳：昭和10年４月２日～昭和11年４月１日
95歳：昭和５年４月２日～昭和６年４月１日
100歳：大正14年４月２日～大正15年４月１日
100歳以上：大正14年４月１日以前に生まれた方
※対象の方には令和７年３月末に個別通知しておりま

す。
●接種期間
　令和７年４月１日～令和８年３月31日
●指定医療機関
　・町立大鰐診療所　　　　　　☎48・2211
　・おおわに内科クリニック　　☎47・7111
　・小山内医院　　　　　　　　☎48・2415
　・ゆのかわら医院　　　　　　☎47・6611

　帯状疱疹が定期予防接種となったことに伴い、予防接種費用を助成します。予防接種を受けることで、帯状疱
疹の発症及び重症化を予防することができます。
　助成を受けて接種できるのは、生涯一度きりになります。

●ワクチン種類と接種回数
・乾燥弱毒性水痘ワクチン（生ワクチン）は１回
・乾燥組換え帯状疱疹ワクチン（組換えワクチン）

は２回
※それぞれのワクチンについて、接種方法、接種ス

ケジュール、接種条件、効果とその持続期間、副
反応の特徴が異なりますので、詳細は町ホームペ
ージでご確認ください。

●助成額
接種１回に付き上限10,000円
・接種料金が助成額を超える場合は自己負担となり

ます。
・接種料金が助成額未満の場合はその額が助成額と

なります。
・生活保護受給者は全額助成されます。

●注意事項
・過去に生ワクチンを1回又は組換えワクチンを２

回接種したことがある方は、対象となりません。
　ただし、予防接種が必要と医師が判断した場合に

は、接種を受けることができます。
・過去に帯状疱疹にかかったことがある方について

は、予防接種の対象となります。
●その他

やむを得ない理由により指定医療機関外で接種を希
望する場合は、事前に申請手続きが必要となります
ので、必ずご連絡ください。

■お問合せ　保健福祉課健康推進係　☎55・7149（直通）

有
料
広
告
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「こころの相談会」を開設しています

第33回青森県障がい者スポーツ大会について

　大鰐町では、財産・金銭・相続・親子関係・食欲がない・眠れないなど気になっていることに対して、司法書
士・精神保健福祉士・保健師による総合相談を年３回開設しています。秘密は厳守いたしますので気軽にご相談
ください。なお、相談に関しては無料ですが予約制となっておりますので、各月の相談会開催日の１週間前まで
に予約をお願いします。

●会場・日程
　大鰐町総合福祉センター
　令和７年６月27日（金）、10月31日（金）、令和８年１月16日（金）
●時間
　午前９時30分～12時
　※相談時間は１人40分程度、定員は相談会１回につき３名までとなっております。
●申込み
　令和７年６月27日（金）開催の相談会の申し込みは、６月19日（木）締切です。
　※申し込みは先着順とさせていただきます。定員に達し次第受付を終了いたします。

■お問合せ　保健福祉課福祉係　☎55・6568（直通）

日程 競技名等 会場

８月31日（日） 開会式・陸上

フライングディスク

新青森県総合運動公園
陸上競技場
同　補助陸上競技場

９月６日（土） アーチェリー 新青森県総合運動公園
投てき・アーチェリー場

９月７日（日） ソフトボール 青森市屋内グラウンド（盛運輸サンド
ーム）

９月14日（日）
（予定）

ボッチャ 青森県身体障がい者福祉センター
ねむのき会館体育館（予定）

９月14日（日） ボウリング アオモリボウル

９月28日（日） バレーボール

卓球競技
水泳

新青森県総合運動公園
メインアリーナ
同　サブアリーナ
同　50ｍプール

●参加資格　令和７年４月１日現在12歳以上で、
　　　　　　①身体障害者手帳を所持する者
　　　　　　②原則として愛護手帳を所持する者
　　　　　　③原則として精神障害者保健福祉手帳を所持する者
●参 加 費　無料
　　　　　　（ボウリング競技のみゲーム代・貸しシューズ代が必要です）
●申込期間　令和７年５月７日（水）～６月13日（金）
●申 込 先　保健福祉課福祉係　☎55・6568

■お問合せ　青森県障がい者スポーツ大会実行委員会事務局（ねむのき会館内）
　　　　　　☎017・738・5033
　　　　　　FAX：017・738・0745
　　　　　　E-mail：kenspo@nemunoki.jp
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●忘れずに所得の申告をしましょう！
　国民健康保険税や医療機関に支払う自己負担割合、高額療養費の自己負担限度額は、前年の所得をもとに決

められますので、必ず世帯全員が所得の申告を行ってください。

　世帯の中に一人でも未申告者がいると、国民健康保険税の税額や高額療養費の自己負担限度額等が正しく計

算されませんので、必ず申告をしてくださるようお願いします。

※所得がない方もその旨を申告して下さい。

●医療費通知の発送について
　医療機関で受診した医療費の金額をお知らせするため、国民健康保険に加入されている世帯に対して、「国

保の医療費のお知らせ」を偶数月に発送しております。

　医療費通知は、医療機関からの請求書（診療報酬明細書）をもとに作成されており、審査や点検に時間を要

します。また、医療機関からの請求が遅れている場合は、医療費通知に記載されないことがあります。

　なお、医療費通知の再交付はしておりませんので、大切に保管してくださるようお願いします。

■お問合せ　住民生活課国保年金係　☎55・6563（直通）

●令和７年度学生納付特例申請のお手続きについて
　学生納付特例制度により保険料の納付が猶予されている方で、令和７年度も在学予定の方に日本年金機構か

らハガキ形式の「国民年金保険料学生納付特例申請書」が４月中に発送されています。昨年度から変更がない

方は、ハガキに必要事項を記入しポストに投函することで、令和７年度の申請を行うことができます。

　ただし、在学している学校等に変更がある方については、別様式での申請が必要となりますので、学生証の

コピーまたは在学証明書を持参のうえ弘前年金事務所または下記担当窓口にて申請が必要です。

●国民年金保険料を納めることが経済的に困難な場合のお手続きについて
　収入の減少や失業等により保険料を納めるのが困難な時は、未納のままにせず「国民年金保険料免除・納付

猶予制度」を利用しましょう。

　この制度で免除される額は、全額、４分の３、半額、４分の１の４種類があります。

　例として、全額免除が承認された期間は、老齢年金を受け取る際に２分の１分の受け取りが可能になります。

手続きをされず未納となった場合、２分の１は受け取れません。

　

●国民年金保険料は追納が可能です
　学生納付特例制度や免除・納付猶予制度の利用をした期間の保険料は、10年以内であればさかのぼって納

付が可能です。将来受け取る年金額を少しでも多くしたい方は保険料の追納制度を利用しましょう。

■お問合せ　弘前年金事務所　　　　☎27・1339

　　　　　　住民生活課国保年金係　☎55・6563

国民健康保険被保険者のみなさまへ

住民生活課（年金）だより
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後期高齢者医療被保険者のみなさまへ～75歳以上の方にお知らせです～
１　交通事故等にあったとき

交通事故や暴力等、第三者（自分以外の人）の行為によって負傷され、マイナ保険証、被保険者証または資
格確認書を使って治療を受けたときは、必ず住民生活課国保年金係へ届出してください。また、自損事故の場
合も届出が必要です。

詳細については、住民生活課国保年金係または青森県後期高齢者医療広域連合までお問い合わせください。

■お問合せ　住民生活課国保年金係　　　　　☎55・6563（直通）
　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　☎017・721・3821

令和７年度「春の狂犬病予防注射」日程表
月　日 実　　施　　場　　所 実施時間

5月22日（木）

元長峰多目的研修センター 9：40～ 9：50

苦木多目的集会センター 9：55～10：05

長峰多目的集会センター 10：10～10：20

大鰐町農家高齢者創作館 10：30～10：35

駒ノ台へき地保健福祉館 10：40～10：45

唐牛構造改善センター 11：00～11：20

森林浴交流センターしまだ 12：45～12：50

早瀬野多目的集会センター 12：55～13：00

虹貝新田へき地保健福祉館 13：05～13：10

虹貝コミュニティセンター 13：15～13：35

5月23日（金）

高野新田多目的集会センター 9：30～ 9：40

居土多目的集会センター 9：50～10：00 

折紙多目的集会センター 10：05～10：10

三ツ目内生活改善センター 10：20～10：30

森山多目的研修センター 10：40～10：45

八幡館社会福祉館 10：55～11：10

宿川原生活改善センター 11：20～11：30

大鰐町総合福祉センター 12：45～13：15

青柳会館（カラコ）駐車場 13：20～13：50

5月24日（土） 大鰐町役場 9：00～11：00

令和７年４月から狂犬病予防注射（集合注射）の
料金が3,300円から3,600円に改定となります。

■お問合せ　住民生活課生活環境係　☎55・6563（直通）
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第４７回大鰐温泉つつじまつり　期間／令和６年５月18日（土）～５月22日（水）第48回大鰐温泉つつじまつり　期間／令和７年５月17日（土）～５月21日（水）

茶臼山公園は明治30年頃までは桜の名所として町民に親しまれていましたが、今ではつつじが植えられ ｢俳
句の小径｣ 等と相まって町内外の人々が、たくさん訪れるようになりました。

つつじまつりが開催されるようになり、今年で48回目を迎えます。楽しいイベントも御用意いたしております。
約１万５千本のつつじも、皆さんをお待ちいたしております。どうぞお誘い合わせの上、おいでください。

御協賛、御協力下さいました多くの方には心より感謝申し上げます。
（大鰐温泉観光協会　会長）

｢どこからも岩木山見え花林檎｣　　手古奈

◎茶臼山公園での催し物　　　　　　　　　　　　　　　大鰐温泉つつじまつり本部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(５月17日～５月21日９時～16時）

月　日 時　間 内　容 場　所

５月17日（土）

10時30分 開会式 茶臼山公園
山頂広場引き続き 大鰐中学校吹奏楽部演奏

13時00分 大鰐保育園和太鼓演奏

茶臼山公園
中間広場14時00分

認定こども園おおわに文化幼稚園
あじゃら東分園
鼓隊演奏

15時00分 大鰐小学校マーチングバンド演奏

５月18日（日）
12時00分 美咲　綾花　歌謡ショー 茶臼山公園

中間広場13時00分 オダギリ　ユタカ　歌謡ショー

まつり期間中
９時00分

～
16時00分

地元団体・商店売店
お茶席

茶臼山公園
中間広場

◎その他の会場での催し物

月　日 時　間 内　容 場　所

５月17日（土）
９時00分 第13回大鰐温泉つつじまつり

グラウンドゴルフ交歓大会
あじゃらグラウンド

ゴルフ場

13時00分 第32回増田手古奈記念大鰐温泉俳句大会 大鰐町中央公民館

◎天候その他により、イベント内容・時間及び開催場所を変更する場合があります。
◎中間広場ステージを無料でお貸しします。カラオケ、芸能、バンド演奏、 パフォーマンス等電源使用も無料です。
音響機器と音源（CD・テープ等）はご持参ください。
日時：５月19日・20日・21日（12時～15時）　　
※ご利用の際は事前にまつり本部への届出をお願いします。

■お問合せ　企画観光課観光商工係　☎55・6561（直通）
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町では、住民団体が主体的に取り組む新たなまちづくり・地域づくり活動に対し、予算の範囲内において活動
費等を支援します。

今年度も補助申請額が20万円を超えない団体については、書類審査のみとし、審議会でのプレゼンテーショ
ンが不要となります。まだ本事業を活用したことがない団体や、新しくまちづくり活動を始めたい方は、ぜひご
活用ください。
１　対象事業
　地域の課題解決や活性化を目的に実施する公益性のある事業など。
２　対象となる経費
　対象事業を実施するために直接必要な経費で、次に定める項目とします。

３　補助金の額
　　補助対象経費合計額又は50万円のいずれか低い額以内の額（千円未満切り捨て）　
４　募集期間及び事業の実施期間

▶募集期間
　令和７年５月１日（木）～令和７年５月30日（金）
▶プレゼンテーション及び書類審査
　令和７年６月中旬

※補助申請額が20万円を超えない団体については、書類審査のみとし、審議会でのプレゼンテーションは
不要です。

▶事業の実施期間　　令和７年８月１日～令和８年３月31日

■お問合せ・申込先　　募集要項、選考方法等詳細については、下記へお問合せください。
　　　　　　　　　　企画観光課企画係　☎55・6561

項　　　目 対 象 と な る 経 費
講師等謝礼 外部講師や専門的技術を有する協力者への謝礼等

交通費 講師等への交通費、宿泊費

消耗品費及び原材料費 補助事業の実施に直接必要な消耗品費・原材料費

燃料費 作業等に必要な機材・車両等の燃料費

印刷製本費 ポスター・チラシ、資料等の印刷代・コピー代など

通信運搬費 周知・連絡等に要する郵便料等

保険料 参加者等に係る保険料

使用料及び賃借料 会場使用料、車両・機械等の借上料

備品購入費 補助事業の実施に直接必要な備品購入費　
その他 審議会の意見を聴いて町長が必要と認めたもの

※対象経費判定については、個別に経費の内容を審査

【令和７年度　住民参加型まちづくり事業　２次募集】
住民団体が主体的に取り組むまちづくり活動を支援します！

県民駅伝選手選考会を実施します！

●とき
【第一回選考会】
　令和７年５月31日（土）午前８時30分集合
【第二回選考会】
　令和７年６月21日（土）午前８時30分集合
●ところ
　雨池スキーコミュニティーセンター
●対象
　一般男子（高校生以上）及び一般女子（中学生以上）
　※小・中学生については、各学校へ通知しております。

　今年の県民駅伝は９月７日（日）に開催される予定となっております。
　出場選手を選考するための選考会を次の通り実施します。

●参加資格
　次のいずれかに該当する方とします。
　①大鰐町民
　②大鰐町内事業所勤務者
　③大鰐町立大鰐中学校卒業者
●選考方法
　選考会でのタイムを参考に決定します。
　一般男子（高校生以上）5,000メートル
　一般女子（中学生以上）3,000メートル

※令和７年３月１日から７月６日までの間に5,000
メートル（トラック競技に限る）において、15分
台の記録を出した選手に限り選考会を免除します。■お問合せ　大鰐町中央公民館　☎48・3201
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町では、住宅の新築、建売又は中古住宅の購入及び住宅のリフォーム（修繕、増改築工事等）をされる移住者
又は子育て世帯の方に対して、その経費の一部を補助します。

また、今年度は、平成31年４月１日以降に、大鰐町子育て住宅支援事業及び大鰐町移住・子育て住宅支援事
業による補助金の交付の決定を受けていなければ再度申請できるようになりました。

１　募集期間
令和７年４月14日（月）～令和７年12月26日（金）
（受付時間：８時15分～17時（土日祝日を除く））
※予算が無くなり次第、終了となります。（先着順）

２　補助対象住宅
町内にあり、自己が所有し居住する住宅（新築・建売・中古（※空き家含む））

３　補助対象者
町内において住宅整備（新築、建売又は中古住宅の購入、リフォーム）を実施する、「移住者」又は「子育て

世帯」に該当する方が対象となります。
※「移住者」「子育て世帯」の定義については、お問合せください。

４　補助対象工事及び補助（限度）額

※補助金は、千円未満切り捨てした額となります。
※新築及びリフォームの場合は着工前、購入の場合は売買契約前に申請すること。
※リフォームのみ町内施工業者による工事に限ります。
※補助対象に含まれないものがありますので、必ず事前にご相談ください。
※その他要件がございますので、詳細についてはお問い合わせください。

令和７年度大鰐町移住・子育て住宅支援事業補助金のご案内

新築又は建売、中古住宅の購入
（※費用が500万円以上（税抜）であること）

リフォーム
（※費用が30万円以上（税抜）であること）

移住者
補助対象経費の３％
（上限100万円）

補助対象経費の30%
上限30万円、

空き家の場合は上限50万円
子育て世帯

補助対象経費の３％
（上限50万円）

一度受けたことがある方でも、
再度申請できます！
（※条件あり）

事業開始前に申請が必要です！
まずはご相談ください！

■お問合せ・申込先
　企画観光課移住定住促進係　☎55・6561

大鰐町ゆるキャラ 

もやっぴー
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　大鰐町では満20歳になる年度において「二十歳の集い（はたちのつどい）」を開催し成人をお祝いします。
令和７年度の対象者は、平成17年４月２日から平成18年４月１日に生まれた方で、

①大鰐町在住　
②平成29年度大鰐小学校卒業生
③令和２年度大鰐中学校卒業生　
④大鰐町出身者　

のいずれかに該当される方です。対象となる方には、後ほど郵便でご案内します。
　また、「二十歳の集い」は令和７年８月９日（土）午前10時から、中央公民館で
開催する予定です。当日は記念写真を撮影し、後日郵送にて配布いたします。
　皆様の参加を心よりお待ちしております。

■お問合せ　教育委員会学務生涯学習課　☎48・3201

結婚新生活支援事業補助金のご案内

町では、少子化対策や活力あるまちづくりを推進するため、婚姻に伴う新生活に係る費用（住宅費、引越し費
用、リフォーム費）の支援をします。

１　募集期間
　令和７年４月15日（火）～令和８年３月31日（火）※予算が無くなり次第、終了となります。（先着順）
　【受付時間：８時15分～17時（土日祝日・年末年始（12/29～１/３）を除く）】

２　対象者
　令和７年１月１日以降に婚姻した夫婦で、年齢39歳以下、世帯所得500万円未満の者

３　対象費用
　令和７年４月１日から令和８年３月31日までの間に支払った以下の費用
・新居の購入費、新居の家賃、敷金、礼金、共益費、仲介手数料
・新居への引越しに伴う引越業者や運送業者に支払った引越費用
・結婚を機に新たに住宅をリフォームする際にリフォーム業者に支払った費用
※倉庫、車庫や門、フェンス、植栽等の外構に係る工事費用及び洗濯機等の家電購入・設置に係る費用につい

ては対象外となります。

４　補助（限度）額
・夫婦ともに婚姻日における年齢が29歳以下の場合、

１世帯あたり上限60万円
・その他の世帯の場合、１世帯あたり上限30万円
※補助金は、千円未満切り捨てした額となります。
※補助対象に含まれないものがありますので、必ず事前にご相談ください。

■お問合せ　企画観光課企画係　☎ 55・6561（直通） 大鰐町ゆるキャラ 

もやっぴー

お気軽にお問い合わせ
ください！

令和７年度大鰐町「二十歳の集い（はたちのつどい）」について
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「おおわに応援商品券」の無料配布について
　町では、物価高騰の影響を受けている町民の皆様への生活支援を目的として、「おおわに応援商品券」の無料
配布を行います。

「おおわに応援商品券」の無料配布について
【商品券の概要】
○対象者
　令和７年５月１日時点で、大鰐町の住民基本台帳に登録されている方
○内容
　町民一人につき、5,000円分（1,000円 × ５枚セット）の商品券
○発送方法
　令和７年７月上旬から順次発送
　※世帯主の方宛てに、世帯全員分の商品券をまとめて「ゆうパック」にて発送いたします。
　　「ゆうパック」の受け取り方法は、玄関先での手渡しとなります。
　※全世帯に配達が完了するまで３週間程度かかる見込みです。
　※地区や世帯によって到着日に差が生じる場合がありますので、ご理解とご協力をお願いします。
　※配布セット数をお知らせする事前の案内通知を６月上旬に送付いたします。
○使用期間
　令和７年８月１日（金）～令和７年１１月３０日（日）まで
○取扱店舗
　商品券に同封の取扱店一覧を同封します。

■お問合せ　企画観光課観光商工係　☎55・6561

空き店舗等活用創業支援事業補助金のご案内
　町では、空き店舗等の活用による創業の促進や商業の振興、地域経済の活性化を図るため、空き店舗等におい
て事業を開始する方を支援します！
　（※空き店舗等：１か月以上使用されていない空き店舗、空き事務所または空き家など）

●募集期間
　令和７年５月９日（金）～令和７年１2月26日（金）※予算が無くなり次第、終了となります。（先着順）
　【受付時間：８時１５分～１7時（土日祝日を除く）】

●対象者
　　次の要件等を満たす個人または法人
　・事業に必要な資格や許認可等を取得する見込みがあること
　・営業日が通年及び週４日以上であり、かつ営業時間が１日５時間以上であること　等
　　　※その他にも条件がありますので、下記までお問合せください。

●対象事業
　都市計画法に規定する市街化区域内において、空き店舗等を借り上げて実施する小売業、飲食サービス業、生
活関連サービス業その他町長が認める事業

●補助対象経費
　①外装・内装工事費、設備（水道、電気、ガス、空調）工事費、付帯工事費及び設計費
　②補助対象者が自ら店舗改修を行う場合の資材等の購入費

●補助率
　補助対象経費の２分の１（千円未満切り捨て）

●補助金の上限額
　①令和６年１０月１日以降に本町に転入した個人または本町に本店を移転した法人…上限100万円
　②現在町外に住所を有している個人または本店を有している法人で、実績報告書の提出期限までに本町に転入

または本店を移転する予定のもの…上限100万円
　③上記以外のもの…上限50万円

■お問合せ　企画観光課観光商工係　☎55・6561
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自動車税種別割の納付はお早めに

大鰐町公式 LINE で証明書の電子申請と電子決済がスタートしました

●県では、６月上旬に自動車税種別割の納税通知書をお送りしています。
　今年度の自動車税種別割の納期限は６月30日（月）です。
　お早めに、お近くのコンビニエンスストア、金融機関又は県税事務所などで納めてください。
●納める人
　県内に主たる定置場がある自動車の４月１日現在における自動車登録上の所有者
　（割賦販売などで自動車販売店が所有権を留保している場合は、自動車の使用者）
●主な納付場所

全国の主なコンビニエンスストア・ＭＭＫ設置店
銀行・信用金庫・信用組合の本支店、郵便局、県内の農協等の本支店
このほか、クレジットカードや電子マネー等による納付が可能です。
※１　納期限を経過したときは、コンビニエンスストアで取扱いできない場合がありますのでご注意ください。
※２　口座振替の申し込みをされた方は、納期限の日が振替日となります。
※３　クレジットカードや電子マネー、インターネットバンキングによる納付については、納税通知書に同封

されているチラシや県ホームページをご覧ください。この場合、インターネット接続が可能なパソコン
やスマートフォン、タブレットが必要となります。なお、クレジットカード納付の場合は、収納金額に
応じた手数料をご負担いただきます。

■お問合せ　中南県税事務所納税管理課　☎32・4341
　自動車税種別割についての詳しい内容やご不明な点、納税通知書が届かない場合などは、中南県税事務所納税
管理課までお問い合わせください。

　大鰐町公式 LINE で各種証明書をオンラインで申請できるようになりました。申請から支払いまで LINE 上で
完結することが可能となりますので、役場に来庁することなく各種証明書を取得することができます。この機会
に是非大鰐町公式 LINE のともだち登録をよろしくお願いします！

　現在対象としている証明書は以下のとおりです。
○住民生活課関連
・住民票、戸籍、戸籍附票、身分事項証明書、独身証明書
○税務課関連
・所得証明書、課税証明書、納税証明書、完納証明書、
　軽自動車車検用納税証明書、確定申告用納付確認書

●申請方法
　大鰐町公式 LINE のともだち登録後に「電子申請」の
メニューから各種証明書の請求ができます。
※申請にはマイナンバーカードと読み取りが可能な
　機器（スマートフォン等）が必要です。

●支払方法
　各種クレジットカード、PayPay

●その他
・電子申請で請求した証明書は支払いの確認後に郵送します。
・手数料等については、各担当課にお問合せください。

■お問合せ　（LINE に関すること）総務課人事行政係　☎48・2111
　　　　　　（住民生活課関連証明書に関すること）　住民生活課戸籍住民係　☎55・6563（直通）
　　　　　　（税務課関連証明書に関すること）　税務課　☎55・6562（直通）

LINE メニューの「電子申請」から
各種申請メニューが表示されます

大鰐町公式 LINE の登録は
こちらから
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空家に関する費用を補助します
　町は空家を所有されている方に対し、「空家の解体」、「空家の利活用」・「危険空家の解体」を目的とした各種
補助事業を実施します。

○空家の家財道具処分費補助金・空家の賃貸借に必要なリフォーム費用補助金・空家を解体する補助金
■補助対象建築物
・大鰐町に存在する建築物
・弘前圏域空き家・空き地バンクにすでに登録されている物件
・リフォームする場合は、改修を行い、貸し出す建築物
・特定空家等に判定された空家等につきましては補助の対象外となりますのでご了承願います。
■補助額及び限度額
　補助内容により異なりますので役場建設課までお問い合わせください。

○特定空家除却費用補助金
■補助対象建築物
・大鰐町に存在し、個人が所有する特定空家
■補助額及び限度額
　補助対象経費の50% 以内とし、30万円を上限とします。

〇申請受付期間
令和７年６月２日（月）～12月26日（金）８時15分から17時まで
※先着順となります。
・補助は令和８年３月31日（月）までに完了するものが対象となります。

◎これらの補助を受けたい方
　建設課建築係☎55・6594（直通）へご相談ください。詳しい内容等をご説明します。

よくあるご質問
Q1　これから空家になりますが補助は受けられますか？
A1　これから空家になる建築物も対象となります。

Q2　弘前圏域空き家・空き地バンクとは何ですか？
A2　弘前市を中心とした市町村で構成される空き地・空き家を有効に利用するために情報を提供する制度です。

Q3　県外に住んでいますが大鰐町に空き家をもっています。補助は受けられますか？
A3　受けることができます。ご連絡いただければご説明の上、書類をお送りします。

■お問合せ・申込み　建設課建築係　☎55・6594（直通）

自動車税種別割のグリーン化特例について

県では、毎年６月に自動車税種別割の納税通知書をお送りしています。
　自動車税種別割は、自動車環境対策の観点から、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さい自動車
については、その排出ガス性能及び燃費性能に応じて税率を軽減（軽課）し、初回新規登録から一定の年数を経
過した環境負荷の大きい自動車については税率を重く（重課）する「自動車税種別割のグリーン化特例」が実施
されています。

　詳しくは、青森県庁ホームページ
（https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/zaimu/zeimu/027_jidousha_green.html）をご覧になるか、
中南県税事務所までお問い合わせください。

■お問合せ　中南県税事務所納税管理課　☎32・4341（直通）
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令和７年度大鰐町職員採用試験の実施について

試験区分 募集人数 受験資格 申込締切日 第１次試験

行政職
（大卒程度）

３名程度

①、②のいずれかに該当する者
①平成８年４月２日から平成 16 年４月１日ま

でに生まれた者
②平成 16 年４月２日以降に生まれた者で、学

校教育法による大学（短期大学を除く。）を
卒業した者又は令和８年３月 31 日までに卒
業する見込みの者

５月29日（木）
７月13日（日）

大鰐町内

※日本の国籍を有しない者、地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当する者は受験できません。

※大卒程度とは、大学卒業者が対象ということではなく、試験問題の程度が大学卒業程度であるという意味です。

　受験資格を満たしていれば受験可能です。

●申込方法
　受験申込書を下記宛先まで郵送してください。締切日までに到着したものに限り受付けます。

〒038・0211

青森県南津軽郡大鰐町大字大鰐字羽黒館５番地３

大鰐町総務課職員採用試験担当宛

※受験申込書は、町ホームページからダウンロードできるほか、総務課で配布しています。

※郵送する際には、封筒に「受験申込」と明記してください。

※写真（カラー写真、縦４㎝ × 横３㎝）は、試験日から６か月以内に撮影したもので、裏面に試験職種と氏

名を必ず記入して貼付してください。

●留意事項
（１）第２次試験の日程及び会場は、第１次試験合格者に合格通知とともにお知らせします。

（２）この試験の最終合格者は、採用試験の得点順に採用候補者名簿に登載され、上位の者から意思を確認し

た上で採用します。採用の時期は、令和８年４月１日以降の予定です。なお、採用候補者名簿の有効期

限は、令和９年３月31日までです。

（３）最終合格者であっても、受験資格を満たさないことが判明した場合は、採用候補者名簿から削除され、

採用資格を失います。また、受験申込書の記載事項に虚偽があった場合又は採用までに公務員としてふ

さわしくない行為等があった場合は、採用されないことがあります。

（４）試験科目は、町ホームページに掲載しています。

●初任給
　大学新卒者で225,600円

　※初任給は、経験年数等により加算されることがあります。

●その他
　行政職（高卒程度）の募集も行う予定ですが、試験日が異なるため別途お知らせします。

■お問合せ　総務課職員採用試験担当　☎48・2111（内線118）

�
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火災予防・交通安全　  こちら警察・消防！

山菜採りの遭難をなくそう

　春になると各地の山々は、山菜採りの入山者で賑わ
いますが、毎年、遭難が後を絶たず、中には尊い命を
失う場合もあります。
　令和６年の山菜採りにおける遭難発生状況を見る
と、発生件数23件（前年比－13件）遭難者24人（前
年比－17人）、死者は１人（前年比－3人）となって
おります。

令和６年の春の山菜採り遭難の特徴
〇タケノコ採りの遭難が最も多い
　毎年、山菜採りで最も遭難が多いのはタケノコ採り
です。昨年の山菜採りで遭難者24人中13人がタケノ
コ採りであり、全体の約54パーセントを占めていま
す。
〇山菜採りの遭難は高齢者が大部分を占める
　山菜採り遭難者24人中21人が65歳以上の高齢者で
あり、全体の約88パーセントを占めています。
〇「道迷い」が圧倒的に多い
　山菜採り遭難者24人中22人が道迷いであり、全体
の約92パーセントを占めています。

遭難防止のためのアドバイス
〇山に出かける前に
・体調を確認し、できるだけ２人以上で出かける。
・天気予報を確認し、家族などに行き先や帰宅予定時
間を知らせておく。
・入山場所の地形を地図などで確認する。
・携帯電話や食料等、必要な装備を持つ。
〇山に入るとき、山に入ったら
・携帯電話は車に置かず持ち歩く。
・奥に入り過ぎず、お互いに声を掛け合い位置を確認
する。
・急斜面や崖など危険な場所は避ける。
・集合時間を守り、早めの下山を心がける。
〇万が一、道に迷ったら
・日没後は歩き回らず救助を待つ。
・ヘリコプターの音が聞こえたら、見通しのよい場所
でタオルなどを振って合図する。

悪質商法の被害にあわないために！！

悪質商法とは
　言葉巧みに勧誘して、高額な商品やサービス等を売
りつける販売方法です！
　不必要な商品を売りつけたり、無理矢理高額な契約
を結ばせようとします。
　高齢者や契約に不慣れな若者がターゲットになりや
すいです。

　インターネットやＳＮＳ

など、相手の顔が実際に見

えない情報があふれる中で、

社会経験の少ない若者が気

軽に契約し被害に遭うケー

スも増えています。

　うまい話は疑ってかかり

ましょう。

被害にあわないために
○見知らぬ業者をむやみに玄関に入れない
○相手の素性（業者名・所在・担当者）を確認する
○必要のないものは「いりません。」とハッキリ断る
○購入・契約に迷った場合は即断しないで家族等に相
談する
○代金を先払いにしたり、その場で支払ったりしない
○業者がしつこく勧誘する、なかなか帰らない、脅さ
れた場合などは、すぐ警察へ通報する
○返品・解約をしたい場合は、公的機関にすぐ相談す
る

警察では悪質業者を摘発しています。
「被害に遭った。」「おかしい。」と思ったら、警察安
全相談「＃9110」
または最寄りの警察署にご相談ください。

■お問合せ
　黒石警察署大鰐交番　☎48・2241

警察だより
黒石警察署大鰐交番
☎48・2241



29 広報おおわに ５月号

急ぐ日も急ぐ日も

足止め火を止め　準備よし足止め火を止め　準備よし

危険物取扱者事前講習会
「人・街を守る」社会に必要とされる国家資格取得試
験にチャレンジしませんか。
◇とき◇
６月13日（金）　９時30分～17時
◇ところ◇
黒石消防署（黒石市追子野木一丁目576番地）
２階 大会議室
◇対象者◇
乙種第４類取扱者試験受験予定者
◇受講料◇
受講料は2,000円
（弘前地区消防防災協会加入事業所は1,000円）
テキストについては、申込時にお知らせします。
※受講料は講習日に会場にて集金します。
◇申込受付期間◇
５月１日（木）～５月30日（金）
◇申込先◇
消防本部予防課または最寄りの消防署、分署

甲種防火管理新規講習
該当する施設は受講を！

◇とき◇
第１回　６月24日（火）・25日（水）
第２回　10月16日（木）・17日（金）
第３回　令和８年３月11日（水）・12日（木）
１日目…９時30分～16時10分
２日目…９時30分～16時20分
（２日間の受講が必要です。）
◇ところ◇
第１回、第３回
弘前市大字賀田一丁目18番地４
岩木文化センターあそべーる「１階ホール」
第２回
黒石市追子野木一丁目576番地
黒石消防署「２階講堂」

◇定員◇
第１回、第３回　140名
第２回　70名
◇申込み◇
第１回　５月26日（月）～30日（金）
第２回　９月８日（月）～12日（金）
第３回　令和８年２月９日（月）～２月13日（金）
弘前地区消防事務組合消防本部予防課か同管轄の最寄
りの消防署・分署で受付します。なお、申し込み受付
期間内であっても定員になり次第、受付を終了いたし
ます。
◇受講料◇
　講習料は無料ですが、事前に書店等でテキストを購
入していただきます。
※講習についての詳細は弘前地区消防事務組合のホー
ムページでも見ることができますのでご覧下さい。
（https://www.hirosakifd.jp/）
◇その他◇
　会場に駐車場を用意してありますが駐車台数に限り
があり、受講人数により当日は込み合うことが予想さ
れます。公共交通機関の利用や可能であれば事業所に
よる送迎等でのご協力をお願いします。
　会場は空調設備などにより換気を実施しております
ので、室温の高低に対応できる服装にてご来場くださ
い。
■お問合せ
　弘前消防本部予防課　☎32・5104

■大鰐町内の火災・救急発生状況
 （令和７年３月末現在）

令和７年 前年比
火　災 １件 ±０件
救　急 １４９件 ＋３１件

令和7年度全国統一防火標語令和7年度全国統一防火標語 消防だより

東消防署 南分署
☎48・2108
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町職員の人事異動
町
職
員
の

人
事
異
動

（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

▼
氏
名
／
発
令
事
由
（
旧
職
）
※
備
考

（
出
向
、
配
置
換
に
伴
い
旧
職
は
解
か
れ
た

も
の
と
す
る
）

●
課
長
級

▼
太
田
勝
久
／
総
務
課
長
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
併
任
（
企
画
観
光
課
長
）

▼
今
井
洋
子
／
総
務
課
付
・
久
吉
ダ
ム
水
道

企
業
団
派
遣
（
会
計
管
理
者
） 

▼
山
中
竜
也
／
企
画
観
光
課
長
（
保
健
福
祉

課
長
）

▼
福
田
宏
樹
／
住
民
生
活
課
長
（
住
民
生
活

課
長
）
※
住
民
生
活
課
長
補
佐
事
務
取
扱
を

解
く

▼
原
子
学
／
保
健
福
祉
課
長
（
総
務
課
長
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
併
任
）

▼
渡
邊
英
晃
／
農
林
課
長
、
農
業
委
員
会
事

務
局
長
併
任
（
総
務
課
付
・
久
吉
ダ
ム
水
道

企
業
団
派
遣
）

▼
森
山
雄
一
朗
／
町
立
大
鰐
診
療
所
事
務
長

（
農
林
課
長
、
農
業
委
員
会
事
務
局
長
併

任
）
※
町
立
大
鰐
診
療
所
事
務
次
長
事
務
取

扱▼
木
田
孝
悦
／
議
会
事
務
局
長
、
監
査
委
員

書
記
併
任
（
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習
課

長
、
中
央
公
民
館
長
兼
務
）

▼
長
利
清
永
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
長
、
中
央
公
民
館
長
兼
務
（
議
会
事
務
局

長
、
監
査
委
員
書
記
併
任
）
※
全
国
ス
キ
ー

大
会
準
備
室
長
事
務
取
扱

▼
北
山
し
の
ぶ
／
会
計
管
理
者
（
町
立
大
鰐

診
療
所
副
参
事
）
※
会
計
課
長
、
会
計
課
長

補
佐
、
会
計
係
長
事
務
取
扱

●
課
長
補
佐
級

▼
福
田
和
光
／
建
設
課
長
補
佐
、
温
泉
水
道

室
長
兼
務
（
建
設
課
長
補
佐
、
温
泉
水
道
室

長
兼
務
）
※
温
泉
水
道
係
長
事
務
取
扱
を
解

く▼
原
千
昌
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習
課

長
補
佐
、
中
央
公
民
館
副
館
長
、
全
国
ス
キ

ー
大
会
準
備
室
長
補
佐
兼
務
（
教
育
委
員
会

学
務
生
涯
学
習
課
長
補
佐
、
中
央
公
民
館
副

館
長
、
全
国
ス
キ
ー
大
会
準
備
室
長
補
佐
兼

務
）
※
保
健
体
育
係
長
、
全
国
ス
キ
ー
大
会

準
備
室
係
長
事
務
取
扱
を
解
く

▼
白
川
紀
子
／
住
民
生
活
課
長
補
佐
（
保
健

福
祉
課
主
幹
）
※
国
保
年
金
係
長
事
務
取
扱

▼
嘉
瀬
浩
之
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
長
補
佐
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務

（
住
民
生
活
課
主
幹
）

●
主
幹
・
係
長
・
主
任
主
査
級

▼
最
上
哲
充
／
総
務
課
人
事
行
政
係
長
、
庶

務
係
長
兼
務
（
総
務
課
人
事
行
政
係
長
）

▼
三
浦
直
樹
／
総
務
課
付
・
久
吉
ダ
ム
水
道

企
業
団
派
遣
（
総
務
課
付
・
久
吉
ダ
ム
水
道

企
業
団
派
遣
）
※
期
間
更
新

▼
吹
田
幹
佳
／
企
画
観
光
課
観
光
商
工
係
長

（
総
務
課
庶
務
係
長
）

▼
石
上
朋
美
／
税
務
課
収
納
係
長
（
企
画
観

光
課
観
光
商
工
係
長
）

▼
齋

亮
子
／
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
長

（
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
長
、
生
活
環
境

係
長
兼
務
）

▼
三
浦
朋
代
／
建
設
課
温
泉
水
道
室
温
泉
水

道
係
長
（
会
計
課
会
計
係
長
）

▼
小
林
厳
喜
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
庶
務
係
長
、
学
務
係
長
、
生
涯
学
習
係
長
、

中
央
公
民
館
係
長
兼
務
（
税
務
課
住
民
税
係

長
）

▼
水
木
真
喜
子
／
町
立
大
鰐
診
療
所
庶
務
係

長
、
経
理
係
長
、
管
理
係
長
、
医
事
係
長
、

給
食
係
長
兼
務
（
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学

習
課
庶
務
係
長
、
学
務
係
長
、
生
涯
学
習
係

長
、
中
央
公
民
館
係
長
兼
務
）

▼
須
藤
大
典
／
住
民
生
活
課
生
活
環
境
係
長

（
住
民
生
活
課
主
査
）

▼
山
崎
聡
之
／
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
（
保

健
福
祉
課
主
査
）

▼
野
呂
勇
介
／
税
務
課
住
民
税
係
長
（
建
設

課
主
査
、
温
泉
水
道
室
主
査
兼
務
）

▼
猪
股
洋
輔
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
保
健
体
育
係
長
、
全
国
ス
キ
ー
大
会
準
備

室
係
長
兼
務
（
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
主
査
、
全
国
ス
キ
ー
大
会
準
備
室
主
査
兼

務
）

▼
山
中
絵
梨
香
／
保
健
福
祉
課
主
任
主
査

（
保
健
福
祉
課
主
査
）

●
主
査
級

▼
関
光
太
／
総
務
課
主
査
（
総
務
課
主
査
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
書
記
併
任
）

▼
桑
野
太
耀
／
総
務
課
主
査
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
併
任
（
総
務
課
付
・
久
吉

ダ
ム
水
道
企
業
団
派
遣
）

▼
工
藤
雄
輝
／
総
務
課
主
査
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
書
記
併
任
（
企
画
観
光
課
主

査
）

▼
渡
邊
恭
也
／
総
務
課
付
・
青
森
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
（
農
林
課
主
査
）

▼
小
田
原
琴
美
／
総
務
課
付
・
津
軽
広
域
連

合
派
遣
（
建
設
課
主
査
、
温
泉
水
道
室
主
査

兼
務
）

▼
倉
橋
恒
生
／
総
務
課
付
・
久
吉
ダ
ム
水
道

企
業
団
派
遣
（
総
務
課
主
査
）

▼
長
井
良
之
／
企
画
観
光
課
主
査
（
教
育
委

員
会
学
務
生
涯
学
習
課
主
査
、
中
央
公
民
館

主
査
、
全
国
ス
キ
ー
大
会
準
備
室
主
査
兼
務
）

▼
澁
谷
早
希
／
保
健
福
祉
課
主
査
（
住
民
生

活
課
主
査
）

▼
村
上
友
介
／
総
務
課
主
査
（
総
務
課
主

事
）

▼
柴
谷
曉
／
総
務
課
主
査
（
総
務
課
主
事
）

▼
長
利
ひ
か
る
／
税
務
課
主
査
（
税
務
課
主

事
）

▼
神
優
作
／
保
健
福
祉
課
主
査
（
保
健
福
祉

課
主
事
）

▼
山
内
桜
子
／
会
計
課
主
査
（
会
計
課
主

事
）

▼
奈
良
海
星
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
主
査
、
中
央
公
民
館
主
査
、
全
国
ス
キ
ー

大
会
準
備
室
主
査
兼
務
（
教
育
委
員
会
学
務

生
涯
学
習
課
主
事
、
中
央
公
民
館
主
事
、
全

国
ス
キ
ー
大
会
準
備
室
主
事
兼
務
）

●
主
事
級

▼
山
田
美
里
／
住
民
生
活
課
主
事
（
保
健
福

祉
課
主
事
）

▼
鎌
田
嶺
雄
／
建
設
課
主
事
、
温
泉
水
道
室

主
事
兼
務
（
町
立
大
鰐
診
療
所
主
事
）

●
新
採
用

▼
山
内
里
桜
／
企
画
観
光
課
主
事

▼
岸
聖
煌
／
保
健
福
祉
課
主
事

▼
花
田
彩
歌
／
保
健
福
祉
課
保
健
師

▼
石
沢
聖
徳
／
農
林
課
主
事

 

（
つ
づ
き
は
Ｐ
３2
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
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●
退
職
（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

▼
山
口
文
博
／
定
年
退
職
（
税
務
課
専
門

幹
）

▼
太
田
靖
子
／
定
年
退
職
（
教
育
委
員
会
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
専
門
幹
）

▼
吹
田
秀
世
／
普
通
退
職
（
町
立
大
鰐
診
療

所
参
事
）

▼
奈
良
光
留
／
普
通
退
職
（
保
健
福
祉
課
主

査
）

●
定
年
前
再
任
用
（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

▼
吹
田
秀
世
／
教
育
委
員
会
学
務
生
涯
学
習

課
専
門
員
、
中
央
公
民
館
専
門
員
、
全
国
ス

キ
ー
大
会
準
備
室
専
門
員
兼
務　

※
短
時
間

勤
務

●
暫
定
再
任
用
（
令
和
７
年
４
月
１
日
付
）

▼
三
橋
冬
樹
／
総
務
課
専
門
員　

※
短
時
間

勤
務

▼
澤
田
政
三
／
総
務
課
専
門
員
、
選
挙
管
理

委
員
会
専
門
員
併
任　

※
短
時
間
勤
務

▼
加
川
康
久
／
企
画
観
光
課
専
門
員　

※
短

時
間
勤
務

▼
山
口
文
博
／
税
務
課
専
門
員　

※
短
時
間

勤
務

▼
山
口
博
之
／
住
民
生
活
課
専
門
員　

※
短

時
間
勤
務

▼
澤
田
典
子
／
保
健
福
祉
課
保
健
師　

※
短

時
間
勤
務

▼
木
田
昭
人
／
農
林
課
専
門
員
、
農
業
委
員

会
事
務
局
専
門
員
併
任　

※
短
時
間
勤
務

▼
田
中
利
幸
／
建
設
課
専
門
員
、
温
泉
水
道

室
専
門
員
兼
務　

※
短
時
間
勤
務

●
暫
定
再
任
用
任
期
満
了
（
令
和
７
年
３
月

31
日
付
）

福
士
剛
／
任
期
満
了
（
住
民
生
活
課
専
門

員
）

成
田
勝
治
／
任
期
満
了
（
教
育
委
員
会
学
務

生
涯
学
習
課
専
門
員
、
中
央
公
民
館
専
門

員
、
全
国
ス
キ
ー
大
会
準
備
室
専
門
員
兼
務
）

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
啓
発

週
間
特
別
セ
ミ
ナ
ー
in
青
森

　

毎
年
５
月
１4
日
～
５
月
2０
日
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル

等
依
存
症
問
題
啓
発
週
間
で
す
。

　

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
や
め
た
く
て
も
や
め

ら
れ
な
い
脳
の
病
気
で
す
。
適
切
な
支
援
を
受

け
れ
ば
、
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
依
存

症
へ
の
理
解
を
深
め
、
回
復
を
応
援
し
受
け
入

れ
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
当
事
者
、
家

族
、
援
助
職
、
一
般
の
方
ま
で
ど
な
た
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時
：
令
和
７
年
５
月
１０
日
（
土
）

　
　
　
　

１３
時
～
１５
時
（
受
付
１2
時
３０
分
～
）

○
場
所
：
青
森
県
観
光
物
産
館
ア
ス
パ
ム
（
青

森
市
安
方
１
―
１
―
4０
）

○
講
演

・
医
師
講
演
（
青
森
県
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

専
門
医
療
機
関　

藤
代
健
生
病
院
）

・
当
事
者
体
験
談
（
公
益
社
団
法
人
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
問
題
を
考
え
る
会
当
事
者
支
援
部
）

・
家
族
体
験
談
（
全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家

族
の
会
東
京
）

・
今
年
の
ト
ピ
ッ
ク
（
全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

症
家
族
の
会
青
森
）

○
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
当
事
者
会
と
家
族
会
を

そ
れ
ぞ
れ
別
室
に
分
か
れ
て
開
催
し
ま
す
。

○
主
催

　

全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会
青
森

　

青
森
県
健
康
医
療
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課

問
全
国
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
家
族
の
会
青
森

　

遠
藤

☎
０
９
０
・
３
７
５
５
・
２
７
８
１

Egdfam
.aom

ori@
gm

ail.com

見
え
方
等
の
お
悩
み
に
関
す
る

「
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
教
室
」

見
え
方
で
き
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

見
え
方
で
困
っ
て
い
る
方
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
御
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
、
学

校
等
に
お
け
る
担
任
の
先
生
な
ど
、
お
気
軽
に

御
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時
：
５
月
１５
日
、
６
月
１2
日
、
９
月
４

日
、
１０
月
９
日
、
１１
月
2０
日

　

１０
時
～
１2
時
、
１３
時
～
１５
時

○
場
所
：
弘
前
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
（
弘
前

市
末
広
４
丁
目
１０
―
１
）

○
対
象
：
乳
幼
児
か
ら
成
人
の
方

○
内
容
：
板
書
が
苦
手
、
音
読
が
う
ま
く
で
き

な
い
、
物
を
斜
め
か
ら
見
る
な
ど
目
の
使
い
方

へ
の
対
処
、
見
え
方
に
配
慮
し
た
育
児
方
法
や

便
利
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
学
級
に
お
け
る
指
導
方

法
等

・
費
用
は
無
料
で
す
。

・
個
人
情
報
は
一
切
漏
ら
し
ま
せ
ん
の
で
御
安

心
く
だ
さ
い
。

○
申
込
み
：
青
森
県
立
盲
学
校
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

事
前
に
お
電
話
で
「
見
え
方
の
相
談
」
と
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
７
・
７
２
６
・
２
２
３
９

　

月
～
金
曜
日
９
時
～
１6
時
（
土
日
祝
を
除
く
）

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対
象

と
し
た
求
人
の
早
期
申
込
み
を
！

　

令
和
７
年
３
月
に
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
生

徒
を
対
象
と
し
た
求
人
の
申
込
み
受
付
開
始
は

令
和
６
年
６
月
１
日
で
す
。

　

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
の
地
元
就
職
促

進
と
各
企
業
に
お
け
る
優
秀
な
人
材
の
確
保
の

た
め
、
早
期
の
求
人
申
込
み
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
弘
前
公
共
職
業
安
定
所
求
人
企
画
部
門

☎
３
８
・
８
６
０
９
（
＃
３
１
）

黒
石
公
共
職
業
安
定
所
求
人
担
当

☎
５
３
・
８
６
０
９

２
０
２
５
大
鰐
温
泉
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

○
主
催
：
大
鰐
温
泉
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

○
日
時
：
７
月
１８
日

　
　
　
　

受
付
８
時
３０
分
、
開
会
式
９
時

○
場
所
：
あ
じ
ゃ
ら
常
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場○
ホ
ー
ル
数

：

３2
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格
：
各
市
町
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会
等
競
技
団
体
及
び
大
鰐
町
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
推
薦
者

○
参
加
費
：
一
人
１
０
０
０
円

○
申
込
締
切
：
６
月
１８
日

○
申
込
先
：
大
鰐
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
田
中
正
弘
（
大
鰐
町
大
字
鯖
石
字
一
本
柳
３6

―
２
）

☎
０
９
０
・
４
５
２
７
・
０
８
５
３

○
参
加
料
送
金
先

①
青
森
み
ち
の
く
銀
行
城
東
大
鰐
支
店

　

口
座
番
号
：
５
１
９
４
９
９

　

な
ま
え
：
オ
オ
ワ
ニ
マ
チ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
キ
ョ
ウ
カ
イ

②
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

記
号・番
号
：
１
８
４
５
０
・
５
０
４
７
０
５
１

　

な
ま
え
：
オ
オ
ワ
ニ
マ
チ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
キ
ョ
ウ
カ
イ

○
表
彰
等

・
男
女
各
１
位
か
ら
１５
位
ま
で
賞
品
を
授
与
す
る

・
最
上
位
者
に
最
優
秀
選
手
賞
を
授
与
す
る

・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

・
参
加
賞

○
プ
レ
ー
方
法
等

・
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
ル
ー
ル
及

び
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
併
用

・
入
賞
者
が
同
打
数
の
場
合
は
最
小
打
数
及
び

年
齢
で
順
位
を
決
定
す
る

・
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
、
複
数
で
も
１
個
と
す
る

・
傷
害
保
険
は
、
各
自
加
入
の
上
で
参
加

・
参
加
料
は
、
い
か
な
る
理
由
の
場
合
で
も
返

金
し
な
い

・
雨
天
決
行
の
た
め
雨
具
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い

※
体
調
不
良
の
方
は
ご
辞
退
願
い
ま
す

※
各
自
水
分
補
給
を
お
願
い
致
し
ま
す



33 広報おおわに ５月号

行事予報・戸籍の窓口など　  月替わり掲載コーナー 

■
毎
月
20
日
は
、
健
康
の
日
で
す
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

お誕生おめでとう
お子さん（地区名）

戸籍の窓口 （※順不同、敬称略。大鰐町に届け出し、
希望された方のみ掲載しています。）

■３月受付分

・成　田　　　桃
もも

（宿 川 原）
・宮　田　理

り

　衣
い

（高野新田）

おくやみもうします　
亡くなった人（年齢）地区名

大鰐町の人口と世帯数
令和７年３月末日現在
人　口 8,165人
前月比 －34人
　　男 3,747人
　　女 4,418人
平均年齢 57.6歳
世帯数 4,032世帯
前月比 ２世帯

５ 月
11日（日） ○わぁんどストリート

17日（土） ○第32回増田手古奈記念大鰐温泉俳句大会

17日（土）～21日（水） ○大鰐温泉つつじまつり（予定）

６ 月
7日（土） ○第29回万国ホラ吹き大会

・横　山　誠　一（76歳）大鰐２

・嶋　津　誠　一（94歳）蔵館５Ｂ

・中　畑　喜美男（84歳）蔵館１

・石　川　夏　 （93歳）前田ノ沢

・髙　杉　キ　ヱ（93歳）虹貝新田

・田　中　ミサ子（83歳）大鰐６Ａ

・工　藤　光　夫（93歳）元長峰

・横　山　アイ子（95歳）長峰

・帯　川　　　勇（69歳）大鰐６Ｂ

・ 　岡　キミヱ（85歳）蔵館４

・成　田　千　鶴（45歳）蔵館５Ａ

行事予報
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●広報おおわには町のホームページでも公開しています　【URL】 http://www.town.owani.lg.jp/
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わになって みんなポカポカ 大鰐町

　４月７日に大鰐小学校で
行われた入学式の誓いのこ
とばを新入生代表の佐々木
さんと下山さんが宣誓して
いる写真です。代表者の二
人はとても大きな声で堂々
としていました。大鰐町の
未来を担う子ども達の成長
を町のみなさんで見守りま
しょう。

はじめまして！ はじめまして！ 令和７年度新採用職員を紹介します令和７年度新採用職員を紹介します

農林課　石
いしざわ

沢　聖
まさのり

徳
●座右の銘　石橋を叩いて渡る
●町の好きなところ　町民のみなさんが優しいと
ころ
●町のみなさんへひとこと
　今まで農林に関わったことのない人生を送って
きましたが、様々なことを吸収して、町民のみな
さんのために頑張りたいと思います。

保健福祉課　花
は な だ

田　彩
あ や か

歌
●座右の銘　因果応報
●町の好きなところ　もやっぴーがかわいいです
●町のみなさんへひとこと
　保健師として町民のみなさんの健康や生活を支
えられるよう精進します！よろしくお願いしま
す！

企画観光課　山
やまうち

内　里
り お

桜
●座右の銘　初心忘るべからず
●町の好きなところ　温泉
●町のみなさんへひとこと
　私は企画係に所属しているので、移住や婚活、
住宅支援等を通じて、皆さんが町に暮らし続けた
いと思えるように頑張ります。

保健福祉課　岸
きし

　　聖
い ぶ き

煌
●座右の銘　power of yet　
●町の好きなところ　温泉♨　
●町のみなさんへひとこと
　私は大鰐町が大好きなので、係の仕事に限らず
様々なことに尽力し、より良い町にしていけるよ
う精一杯頑張っていきます！！　


